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6月5日号

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
トラック運送事業者のための経営のヒント【現場の声を荷主に繋ぐ工夫】…２面／タイヤ
ケアホントの話【高速道路でよく挑戦する「ひとり走行ゲーム」】…５面／食の新旧街道を
行く【魚食文化の道⑥会津の「にしんの山椒漬け」】…９面

6月の名言

フランスの作家、思想家。主な著作に『学問芸術論』『エミール』など。＜出典：ウェブサイト「偉人の名言　ルソー」＞

ジャン＝ジャック・ルソー（1712.6.28～ 1778.7.2）

生きるとは呼吸することではない。行動することだ
『ドライバーズ・リクエスト』放送中！（TBSラジオ系列全国33局ネット）全日本トラック協会

presents

　本番組は、トラック運送業界の安全や環境等への取り組みなどを内
外に広くPRするとともに、パーソナリティの宮崎瑠依さんと皆川玲奈
TBSアナウンサーが、車に関する話題や音楽で全国のドライバーの皆
さんの安全運行をサポートします。

・ 6月の特別番組放送予定
6月16日（金）	 Gマーク制度の普及について①

国土交通省自動車局貨物課適正化対策室長	高橋	芳則氏
6月23日（金）	 Gマーク制度の普及について②

国土交通省自動車局貨物課適正化対策室長	高橋	芳則氏

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

5/15〜6/14  3859
6/15〜7/14  2995

２〜

5
・	トラック協会ニュース
平成29年度中央近代化基金
融資推薦申込公募

・	官公庁ニュース（国交省等）

10 ・		第49回全国トラックドライバー・コンテスト実施要綱

6・7
	＜環境特集2017＞
地域共生と環境保全に取り組む
トラック運送業界①
・福島県トラック協会

毎年多くのドライバーが参加する
福島県ト協の「道路に感謝！クリーン作戦」

8・9
	＜高校新卒者採用特集④＞
・	高校新卒者採用のポイン
ト（寄稿）
㈱コヤマ	代表取締役小山雅敬

第
６
回
「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善
中
央
協
議
会
」

第
５
回
「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
生
産
性
向
上
協
議
会
」

運
賃
・
料
金
の
内
容
を
明
確
化
し「
別
立
て
収
受
」へ

　

冒
頭
︑
星
野
会
長
は
人
材

確
保
対
策
に
つ
い
て
︑﹁
本
年

　

議
事
で
は
ま
ず
︑
地
方
協

議
会
に
お
け
る
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ

度
か
ら
新
た
に
行
う
準
中
型

免
許
取
得
者
に
対
す
る
助
成

を
は
じ
め
︑

イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
人

材
確
保
セ
ミ

ナ
ー
等
各
種

支
援
事
業
を

実
施
し
︑
全

ト
協
と
し
て

も
高
校
新
卒

者
の
大
量
採

用
が
か
な
う

よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
﹂

と
あ
い
さ
つ
︒

れ
た
︒
各
都
道
府
県
で
実
施

し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
取

組
課
題
お
よ
び
取
組
内
容

を
︑
①
集
荷
・
配
送
の
経
路

等
の
見
直
し
に
よ
る
全
体
の

拘
束
時
間
の
削
減
②
入
出
荷

情
報
の
事
前
提
供
に
よ
る
運

ま
た
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が

第
一
当
事
者
と
な
る
交
通
死

亡
事
故
件
数
が
︑
28
年
に
は

２
５
８
件
ま
で
減
少
し
た
こ

と
に
も
触
れ
︑
日
頃
の
安
全

運
行
へ
の
協
力
に
つ
い
て
謝

辞
を
述
べ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
会
員
の
入

退
会
お
よ
び
代
表
者
の
変
更

②
28
年
度
事
業
報
告
書
③
28

年
度
計
算
書
類
（
貸
借
対
照

表
︑
正
味
財
産
増
減
計
算
書

お
よ
び
収
支
計
算
書
）
④
第

93
回
通
常
総
会
の
招
集
⑤
30

年
度
税
制
改
正
・
予
算
に
関

す
る
要
望
事
項
⑥
（
公
社
）

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
女
性

部
会
規
約
⑦
第
22
回
全
国
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
の

開
催
概
要
お
よ
び
次
年
度
開

催
ブ
ロ
ッ
ク
⑧
29
年
通
常
総

行
の
効
率
化
③
荷
待
ち
時
間

の
削
減
④
荷
役
作
業
の
効
率

化
⑤
附
帯
作
業
の
改
善
（
検

品
︑
ピ
ッ
キ
ン
グ
等
）
⑥
施

設
面
の
改
善
⑦
そ
の
他
︱
︱

の
７
つ
に
分
類
し
て
紹
介
︒

　

ま
た
︑
30
年
度
に
作
成
予

定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い

て
︑
作
成
を
前
倒
し
し
た
上

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
︱
︱
に
つ
い

て
︑
原
案
通
り
承
認
︒
事
業

報
告
書
に
つ
い
て
は
第
93
回

通
常
総
会
で
報
告
さ
れ
る
と

と
も
に
︑
計
算
書
類
︑
30
年

度
税
制
改
正
・
予
算
に
関
す

る
要
望
事
項
等
に
つ
い
て
は

同
通
常
総
会
に
上
程
さ
れ
る
︒

　

報
告
事
項
で
は
︑﹁
働
き

方
改
革
実
行
計
画
﹂
に
お
け

る
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

（
本
紙
５
月
15
日
号
既
報
）︑

地
方
協
議
会
に
お
け
る
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
の
報
告
お
よ
び

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
適
正

運
賃
・
料
金
検
討
委
員
会
﹂

の
検
討
状
況
な
ど
に
つ
い
て

報
告
︒
ま
た
︑
３
月
９
日
開

催
の
第
１
６
９
回
理
事
会
で

承
認
さ
れ
た
︑全
ト
協
と（
公

財
）
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

振
興
セ
ン
タ
ー
と
の
合
併
に

向
け
た
手
続
き
に
関
し
て
︑

６
月
29
日
の
同
通
常
総
会
と

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
振
興

セ
ン
タ
ー
評
議
員
会
で
特
別

決
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
︒

で
早
期
の
横
展
開
を
求
め
る

委
員
ら
の
意
見
に
対
し
︑
国

交
省
は
速
や
か
に
対
応
す
る

方
針
を
示
し
た
ほ
か
︑
29
年

度
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
選

定
が
進
ん
で
お
り
︑
21
の
地

方
協
議
会
で
計
23
事
業
が
決

定
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
︒

　

続
い
て
︑
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
に
お
け
る
生
産
性
向

上
に
向
け
た
調
査
事
業
の
報

告
と
し
て
︑
国
交
省
が
今
年

３
月
に
発
行
し
た
﹃
ト
ラ
ッ

ク
運
送
に
お
け
る
生
産
性
向

上
方
策
に
関
す
る
手
引
き
﹄

や
︑﹃
原
価
計
算
の
活
用
に

向
け
て
﹄
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
し
た
︒

　

さ
ら
に
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
の
適
正
運
賃
・
料
金
検
討

会
﹂の
検
討
状
況
と
し
て
は
︑

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

星
野
良
三
会
長
を
は
じ
め
と

す
る
全
ト
協
幹
部
は
５
月
24

日
︑
総
理
大
臣
官
邸
で
開
催

さ
れ
た
︑
第
１
回
﹁
生
産
性

向
上
国
民
運
動
推
進
協
議

会
﹂
に
出
席
し
た
︒
同
協
議

会
は
︑
安
倍
晋
三
内
閣
総
理

大
臣
自
身
が
け
ん
引
役
と
な

っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
︑

飲
食
業
な
ど
サ
ー
ビ
ス
業
５

分
野
で
の
生
産
性
向
上
に
関

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
指
針
）
を
策

定
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
か

れ
て
い
る
︒
こ
の
日
は
︑
小

売
業
︑
飲
食
業
で
の

効
率
化
策
な
ど
取
り

組
み
事
例
が
報
告
さ

れ
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
に
関
し
て

は
︑
次
回
の
同
協
議

会
で
報
告
す
る
予
定
︒

　

会
議
の
冒
頭
︑
安

倍
総
理
は
︑﹁
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
︑

企
業
収
益
や
雇
用
が

大
幅
に
改
善
し
︑
名

目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
民

総
生
産
）
は
過
去
最
高
の
水

準
に
達
し
た
︒
本
年
の
春
季

労
使
交
渉
で
は
︑
多
く
の
企

業
で
４
年
連
続
の
ベ
ア
を
実

施
す
る
な
ど
過
去
３
年
の
賃

上
げ
の
流
れ
が
続
い
て
い
る
︒

一
方
︑
景
気
回
復
に
よ
っ
て
︑

人
手
不
足
の
克
服
が
経
営
者

の
皆
さ
ん
の
最
大
の
課
題
の

１
つ
と
な
っ
て
い
る
︒
小
規
模

な
事
業
者
や
サ
ー
ビ
ス
業
︑

地
方
で
の
企
業
経
営
に
携
わ

る
皆
さ
ん
が
こ
の
課
題
を
乗

り
越
え
る
た
め
に
は
︑
労
働

生
産
性
の
向
上
し
か
な
い
﹂

と
述
べ
た
︒
ま
た
︑
同
会
議

終
了
時
に
は
︑
２
業
界
か
ら

の
報
告
を
踏
ま
え
て
﹁
生
産

性
向
上
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
み
︑
ど
の
よ
う
な
成
果
が

出
る
の
か
を
目
の
当
た
り
に

し
た
︒
次
回
の
協
議
会
で
報

告
さ
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
で
も
︑
効
果
的
な
取
り
組

み
が
報
告
さ
れ
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
︒
私
と
し

て
は
︑５
分
野
の
み
な
ら
ず
︑

人
手
不
足
が
顕
在
化
し
て
い

る
他
の
産
業
分
野
に
も
拡
大

を
検
討
し
た
い
︒こ
の
た
め
︑

私
自
身
が
先
頭
に
立
っ
て
︑

生
産
性
向
上
国
民
運
動
推
進

協
議
会
を
展
開
し
て
い
き
た

い
﹂
と
決
意
を
述
べ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
6
月
1
日
、

第
１
７
０
回
理
事
会
を
開
き
、
6
月
29
日

に
開
催
さ
れ
る
第
93
回
通
常
総
会
へ
の
上

程
議
案
を
承
認
し
た
。
冒
頭
、
星
野
良
三

会
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
3
年
目
を
迎
え

る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
取
引
環
境

・
労
働
時
間
改
善
協
議
会
﹂
や
、
政
府
の

最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る﹁
働

き
方
改
革
﹂、
長
時
間
労
働
の
是
正
に
向

け
た
環
境
整
備
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
行

政
機
関
な
ど
と
協
力
し
て
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
姿
勢
を
明
確
に
し
た
。

　

５
月
19
日
、
第
６
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

に
お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善
中

央
協
議
会
﹂
お
よ
び
第
５
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
の
生
産
性
向
上
協
議
会
﹂
が
国
土

交
通
省
で
開
催
さ
れ
た
。

　

28
年
度
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
概
要
・
事

例
紹
介
の
ほ
か
、適
正
運
賃
収
受
に
向
け
、

運
送
約
款
等
の一
部
改
正
を
行
う
べ
く
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
実
施

す
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

国
土
交
通
省
は
５
月
31
日
︑

﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸

送
安
全
規
則
﹂
を
一
部
改
正

し
︑
公
布
し
た
︒
７
月
１
日

に
施
行
す
る
︒

　

こ
れ
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
の
要

因
の
１
つ
と
な
っ
て
い
る
荷
待

ち
時
間
の
削
減
を
図
る
た
め

に
行
わ
れ
る
も
の
︒
荷
主
都

合
に
よ
る
長
時
間
の
荷
待
ち

時
間
の
実
態
を
把
握
し
︑
過

労
運
転
の
防
止
に
繋
げ
る
と

と
も
に
︑
荷
主
勧
告
等
の
発

動
に
係
る
確
認
の
一
助
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
︒

﹁
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約

款
﹂（
告
示
）
や
﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
に
お
け
る
書
面
化

推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
お
よ

び
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お

け
る
下
請
・
荷
主
適
正
取
引

推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
の
一

部
改
正
に
向
け
て
︑
近
く
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
﹁
標
準

貨
物
自
動
車
運
送
約
款
等
の

一
部
を
改
正
す
る
告
示
案
等

に
つ
い
て
﹂
を
募
る
こ
と
と

し
た
︒

　

現
在
︑﹁
乗
務
等
の
記
録
﹂

（
第
８
条
関
係
）に
つ
い
て
︑

当
該
乗
務
を
行
っ
た
ド
ラ
イ

バ
ー
ご
と
に
︑
休
憩
ま
た
は

睡
眠
を
し
た
場
合
の
地
点
・

日
時
等
の
記
録
を
す
る
よ
う

定
め
ら
れ
て
い
る
が
︑
こ
れ

に
加
え
て
︑
荷
主
都
合
に
よ

り
荷
待
ち
が
発
生
し
た
場
合

に
は
︑
新
た
に
①
集
貨
ま
た

は
配
達
を
行
っ
た
地
点
（
以

下
﹁
集
貨
地
点
等
﹂）︑
②
集

貨
地
点
等
へ
の
到
着
日
時
お

よ
び
集
貨
地
点
等
か
ら
の
出

発
日
時
︑
③
集
貨
地
点
等
に

お
け
る
荷
積
み
ま
た
は
荷
卸

　

書
面
化
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
は
︑
必
要
記
載

事
項
に﹁
料
金
﹂を
追
加
し
︑

具
体
例
も
規
定
し
た
内
容
に

改
正
︒
ま
た
︑
運
賃
の
定
義

に
つ
い
て
︑﹁
貨
物
の
運
送（
場

所
的
移
動
及
び
運
送
に
必
要

な
積
付
け
業
務
）
の
対
価
﹂

で
あ
る
こ
と
を
明
確
化
︒
下

請
・
荷
主
適
正
取
引
推
進
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
︑
一

部
を
改
正
し
︑
自
動
車
局
貨

物
課
長
通
達
を
新
た
に
発
出

し
の
開
始
お
よ
び
終
了
の
日

時
︱
︱
等
に
つ
い
て
も
︑
乗

務
記
録
の
対
象
と
し
て
追
加

し
︑
車
両
総
重
量
８
㌧
以
上

ま
た
は
最
大
積
載
量
５
㌧
以

上
の
事
業
用
自
動
車
に
乗
務

し
た
場
合
に
︑
こ
れ
ら
の
記

録
を
義
務
づ
け
る
︒

　

な
お
︑
同
規
則
の
解
釈
運

用
通
達
の
発
出
に
つ
い
て
は
︑

６
月
中
旬
に
予
定
さ
れ
て
お

り
︑
手
待
ち
時
間
の
記
録
要

件
は
﹁
30
分
以
上
﹂
な
ど
が

検
討
さ
れ
て
い
る
︒

す
る
︒

　

こ
れ
ら
の
改
正
案
に
関
す

る
承
認
を
受
け
︑
国
交
省
は

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
受

付
後
︑
今
年
７
月
の
公
布
︑

10
月
の
施
行
を
目
指
す
と
し

た
︒

　

な
お
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
か
ら
は
︑
千
原
武
美
副

会
長
（
物
流
政
策
委
員
長
）

と
馬
渡
雅
敏
副
会
長
（
基
本

問
題
検
討
小
委
員
会
委
員

長
）
が
出
席
し
た
︒

輸
送
安
全
規
則
を
一
部
改
正

手
待
ち
時
間
30
分
以
上
の
記
録
義
務
付
け
へ

国交省

﹁﹃
働
き
方
改

革
﹄な
ど
に
力

強
く
取
り
組

む
﹂と
あ
い
さ

つ
す
る
星
野

会
長

運
送
約
款
等
の
一
部
改
正
に
向
け
近
く
パ
ブ
コ
メ

総理大臣官邸で

「生産性向上国民運動
推進協議会」

星野会長ら全ト協幹部が出席

「
働
き
方
改
革
」
を
強
化
し

労
働
環
境
整
備
推
進
へ

平成28年度事業報告を承認
全ト協 第170回理事会

第
６
回
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る

取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善
中
央

協
議
会
お
よ
び
第
５
回
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
の
生
産
性
向
上
協
議
会

（
５
月
19
日
、
国
交
省
）

第
１
回
﹁
生
産
性
向
上

国
民
運
動
推
進
協
議

会
﹂（
５
月
24
日
、
総

理
大
臣
官
邸
） 



（2）第2086号（第3種郵便物認可）平成29年（2017年）6月5日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2017.5.15—
6.5

　

 第138回 

臨検の結果、法違反が
見つかった場合はどの
ような処分が

︻
解
説
︼
ま
ず
は
じ
め
に
︑
労
働
基

準
監
督
官
が
事
業
場
に
臨
検
に
入
っ
た

場
合
︑
ど
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ

れ
る
の
か
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
︒

多
少
前
後
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
︑

基
本
的
に
は
︑
就
業
規
則
︑
労
働
条

件
通
知
書
︑
賃
金
台
帳
︑
賃
金
支
払

明
細
書
︑
労
使
協
定
届
︑
タ
イ
ム
カ
ー

ド
な
ど
関
係
帳
簿
類
を
閲
覧
し
︑
作

Ａ�

悪
質
で
な
け
れ
ば
処
罰
は
な

く
、
ま
ず
は
文
書
で
是
正

・
改
善
指
導
を
実
施

　

前
回
、
当
コ
ラ
ム
で
「
労
働
基

準
監
督
署
の
臨
検
監
督
が
ど
の

よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
わ
れ
る

か
」
と
い
う
こ
と
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は
、

そ
の
結
果
、
法
令
違
反
が
見
つ
か

っ
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

業
現
場
を
確
認
し
た
後
︑
事
業
主
や

担
当
者
か
ら
詳
し
い
説
明
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
︒
さ
ら
に
必
要
に
応

じ
て
︑
関
係
労
働
者
に
直
接
話
を
聞

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

　

そ
の
結
果
︑
何
も
な
け
れ
ば
い
い
の

で
す
が
︑法
令
違
反
等
が
出
て
く
れ
ば
︑

ま
ず
は
是
正
・
改
善
の
指
導
が
行
わ

れ
ま
す
︒い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
残
業（
賃

金
不
払
い
残
業
）
の
よ
う
に
過
去
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
賃
金
の
支
払
い
が
求
め

ら
れ
る
事
案
も
あ
り
ま
す
が
︑
原
則

と
し
て
は
︑
将
来
的
に
き
ち
ん
と
是

正
が
図
ら
れ
れ
ば
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
︒
た
だ
し
︑﹁
労
働
安

全
衛
生
法
﹂
違
反
等
の
重
篤
な
労
働

災
害
に
繋
が
る
よ
う
な
危
険
性
の
高

い
機
械
・
設
備
に
つ
い
て
は
︑
そ
の
場

で
使
用
や
作
業
の
停
止
等
を
命
ず
る

行
政
処
分
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
︒
そ
し
て
︑
こ
れ
ら
は
口
頭
で
は

な
く
︑
文
書
で
行
わ
れ
ま
す
︒
具
体

的
に
は
﹁
是
正
勧
告
書
﹂︑﹁
指
導
票
﹂︑

﹁
使
用
停
止
等
命
令
書
﹂
の
３
種
類

で
す
︒

　

是
正
勧
告
書
は
︑
法
令
違
反
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
出
さ
れ
る
も

の
で
︑
違
反
条
項
と
そ
の
内
容
︑
是

正
期
限
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
︒
指

導
票
は
︑
法
令
違
反
と
は
い
え
な
い
ま

で
も
改
善
す
べ
き
事
項
が
あ
る
時
に
交

付
さ
れ
ま
す
︒
い
ず
れ
も
是
正
・
改

善
期
限
の
期
日
ま
で
に
︑﹁
是
正
・
改

善
報
告
書
﹂
の
提
出
が
求
め
ら
れ
て

お
り
︑
こ
れ
ら
に
よ
り
法
令
違
反
の
是

正
や
改
善
事
項
の
状
況
が
確
認
さ
れ

れ
ば
︑
監
督
指
導
は
終
了
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
︒
と
は
い
え
︑
法
令
違
反

の
内
容
や
報
告
書
の
記
載
内
容
に
よ
っ

て
は
︑
一
部
法
令
違
反
の
是
正
が
確
認

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
︑
そ

の
際
に
は
︑再
度
監
督
指
導
が
行
わ
れ
︑

是
正
の
確
認
が
な
さ
れ
ま
す
︒
も
ち

ろ
ん
︑
期
日
ま
で
に
報
告
書
が
提
出

さ
れ
な
い
場
合
も
再
監
督
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
︒
こ
の
ほ
か
︑
賃
金
不
払

い
な
ど
の
場
合
で
︑
是
正
勧
告
に
も
か

か
わ
ら
ず
︑
支
払
い
が
実
行
さ
れ
ず
︑

悪
質
と
判
断
さ
れ
れ
ば
司
法
処
分
︑

つ
ま
り
地
方
検
察
庁
に
送
検
と
い
う
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
︒

　

一
方
︑
使
用
停
止
等
命
令
書
は
行

政
処
分
文
書
で
︑
前
述
の
２
つ
の
行
政

指
導
文
書
と
異
な
り
︑
よ
り
厳
し
く

命
令
に
背
く
こ
と
は
許
さ
れ
ず
︑
背

け
ば
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

た
だ
し
︑﹁
行
政
不
服
審
査
法
﹂
に
基

づ
く
不
服
審
査
請
求
は
で
き
ま
す
︒

文
書
の
交
付
後
︑
指
摘
さ
れ
た
違
反

事
項
に
つ
い
て
は
是
正
し
︑
労
働
基
準

監
督
署
長
宛
て
に
報
告
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
︒

　

と
こ
ろ
で
︑前
回
も
触
れ
ま
し
た
が
︑

臨
検
監
督
は
一
般
に
は
一
切
非
公
開
と

さ
れ
て
い
ま
す
︒
労
使
間
の
問
題
と
し

て
︑
事
業
場
に
は
あ
く
ま
で
も
自
主

解
決
を
求
め
︑
第
三
者
に
公
開
し
な

い
の
が
原
則
で
す
︒
た
だ
し
︑
申
告
の

場
合
は
︑
当
事
者
の
権
利
に
か
か
わ

る
処
理
経
過
や
結
果
を
︑
申
告
労
働

者
本
人
に
は
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
︒
ま
た
︑
過
重
労
働
の
問
題

に
限
っ
て
で
す
が
︑
平
成
28
年
８
月
以

降
︑
大
企
業
に
つ
い
て
︑
厚
生
労
働

大
臣
の
決
定
に
よ
り
特
別
に
企
業
名

が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
︒

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　
﹁
宅
配
便
の
再
配
達
問
題
や
時

間
帯
指
定
見
直
し
﹂︑﹁
料
金
値

上
げ
﹂
な
ど
が
こ
の
間
︑
テ
レ
ビ

や
新
聞
な
ど
で
頻
繁
に
報
道
さ
れ

て
い
る
︒
そ
の
影
響
も
あ
り
︑
最

近
は
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長

時
間
労
働
な
ど
へ
の
関
心
が
︑
一

般
の
人
た
ち
か
ら
も
高
ま
っ
て
き

た
︒ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
と
っ
て
︑

こ
の
よ
う
な
状
況
は
︑
恐
ら
く
初

め
て
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
長
時
間
待
機
が
発

生
す
る
要
因
な
ど
︑
現
場
の
問
題

点
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
の
は

ド
ラ
イ
バ
ー
だ
︒
物
流
の
仕
組
み

全
体
を
変
え
る
よ
う
な
提
案
は
難

し
い
が
︑
集
荷
や
納
品
現
場
の
小

さ
な
改
善
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
発

案
が
具
体
的
で
実
現
性
が
高
い
︒

要
は
﹁
問
題
意
識
を
高
め
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
の
情
報
を
収
集
し
て
︑

い
か
に
荷
主
に
提
案
す
る
か
﹂
で

あ
る
︒

　

保
有
台
数
が
70
台
規

模
の
あ
る
事
業
者
で
は
︑

安
全
衛
生
委
員
が
発
荷

主
の
現
場
を
計
画
的
に

訪
ね
︑
作
業
環
境
な
ど

を
確
認
し
て
い
る
︒
併

せ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意

見
を
聞
き
︑
要
望
な
ど

を
荷
主
の
担
当
者
に
伝

え
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

こ
の
よ
う
な
小
さ
な
改
善
の

積
み
重
ね
の
な
か
で
も
大
き
な

成
果
だ
っ
た
の
は
︑
あ
る
荷
主

の
工
場
内
に
お
け
る
ド
ラ
イ
バ

ー
休
憩
室
の
設
置
だ
っ
た
︒
積

み
込
み
に
き
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑

工
場
内
で
順
番

待
ち
を
す
る
が
︑

夏
場
は
エ
ア
コ

ン
を
か
け
な
け

れ
ば
耐
え
ら
れ

な
い
︒
だ
が
︑

﹁
冷
房
の
利
い

た
休
憩
室
が
あ

れ
ば
︑
エ
ン
ジ

ン
を
切
っ
て
お

け
る
﹂
と
い
う

の
が
ド
ラ
イ
バ

ー
の
意
見
だ
っ

た
︒
こ
の
提
案

を
荷
主
が
受
け

入
れ
︑
仮
設
の

休
憩
室
が
設
置

さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
︒
多
数
の
運
送
会
社
が

取
引
し
て
い
る
が
︑
も
ち
ろ
ん

全
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
等
し
く

休
憩
室
を
利
用
し
て
恩
恵
を
受

け
て
い
る
︒
こ
の
ケ
ー
ス
で
は

待
機
時
間
の
短
縮
に
は
な
っ
て

い
な
い
が
︑結
果
的
に
は
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
減
少
に
な
っ
た
︒
な
お
︑

同
社
で
は
﹁
休
憩
室
を
自
主
的
に

掃
除
し
て
い
る
の
は
当
社
の
ド
ラ

イ
バ
ー
だ
け
﹂
と
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
も
忘
れ
な
い
︒

　

さ
ら
に
こ
の
事
業
者
は
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
と
荷
主
の
担
当
者
が
仕
事

以
外
で
接
す
る
機
会
を
増
や
す
よ

う
に
工
夫
し
て
い
る
︒
例
え
ば
︑

毎
年
開
催
し
て
い
る
社
内
勉
強
会

に
は
︑
荷
主
の
担
当
者
を
招
待
す

る
︒
荷
主
に
よ
っ
て
温
度
差
は
あ

る
が
︑﹁
熱
心
な
荷
主
は
数
人
で

参
加
す
る
﹂
と
い
う
︒
こ
の
よ
う

な
積
極
的
な
荷
主
は
︑
作
業
環
境

の
改
善
な
ど
に
も
前
向
き
な
姿
勢

を
も
っ
て
い
る
よ
う
だ
︒
勉
強
会

で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
現
場
の
状
況

な
ど
を
発
表
し
︑
そ
の
な
か
で
荷

主
側
に
も
作
業
条
件
の
改
善
を
要

望
し
た
り
す
る
︒
改
善
活
動
に
つ

い
て
の
発
表
会
を
開
い
て
い
る
事

業
者
は
い
る
が
︑
荷
主
へ
の
改
善

要
望
を
ド
ラ
イ
バ
ー
が
述
べ
る
ケ

ー
ス
は
珍
し
い
︒

　

こ
の
事
業
者
は
社
内
の
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
に
荷
主
関
係
者
も
招
待
し
︑

担
当
ド
ラ
イ
バ
ー
と
同
じ
組
で
プ

レ
ー
さ
せ
て
い
る
︒
そ
う
す
る
と

後
日
︑
現
場
で
顔
を
会
わ
せ
た
時

に
︑
仕
事
以
外
の
会
話
も
可
能
に

な
る
の
で
あ
る
︒

第
187
回

現場の声を荷主に繋ぐ工夫

　あなたは片側２車線の道路を走行しています。前方が工事中であ
ることを示す標識や看板が設置されています。この場面にはどのよう
な危険がありますか。また、危険を避けるためにはどのような運転を
すればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 88回〕「工事中の道路の走行」

（解説・９面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～歩行者等の保護編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  歩行者の側方を通行するときは安全な間隔をとるか、徐行しなければ
ならないが、追越し等のために自転車の側方を通行するときには、そ
のような義務はない。（ ○・× ）

❷  歩車道の区別ない道路などで、高齢の歩行者が道路に沿って歩いてい
るときでも、徐行や一時停止をして、その通行を妨げないようにする
義務がある。（ ○・× ）

❸  コンビニなどの道路外施設に入るために自転車道を横切るときは、そ
の手前で一時停止して自転車の有無を確認する。（ ○・× ）

❹  水溜りを徐行して走行した場合には、たとえ泥水等を歩行者にかける
などの迷惑を与えても違反行為にはならない。（ ○・× ）

❺  乗客の乗降のために停車中の路面電車に追いついた場合でも、そこに
安全地帯があるときには一時停止も徐行もしなくてよい。（ ○・× ）

（解答は９面）

　

５
月
24
日
︑
第
５
回
﹁
税

制
・
交
付
金
委
員
会
﹂（
小

幡
鋹
伸
委
員
長
）
が
開
催
さ

れ
た
︒

　

ま
ず
議
事
に
先
立
ち
︑
①

平
成
29
年
度
税
制
改
正
・
予

算
に
関
す
る
要
望
と
結
果
②

28
年
度
運
輸
事
業
振
興
助
成

交
付
金
︱
︱
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
た
︒
続
く
議
事
で

は
︑
30
年
度
の
税
制
改
正
・

予
算
に
関
す
る
要
望
事
項

（
案
）及
び
活
動
計
画（
案
）

に
つ
い
て
審
議
し
︑
い
ず
れ

も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
︒

　

要
望
事
項
及
び
活
動
計
画

は
︑
６
月
１
日
の
第
１
７
０

回
理
事
会
に
お
い
て
審
議
さ

れ
︑
承
認
後
︑﹁
平
成
30
年

度
税
制
改
正
・
予
算
に
関
す

る
要
望
書
﹂
を
作
成
︒
７
月

以
降
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
と
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

平
成
29
年
度
事
業
計
画
案

な
ど
を
承
認

第
12
回
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・

高
圧
ガ
ス
部
会

　

５
月
26
日
︑
第
12
回
﹁
タ

ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高
圧
ガ
ス

部
会
﹂
が
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
平
成
28
年
度

事
業
報
告
（
案
）
と
29
年
度

事
業
計
画
（
案
）
等
に
つ
い

て
審
議
し
︑
い
ず
れ
も
原
案

通
り
承
認
︒
29
年
度
事
業
計

画
で
は
︑﹁
危
険
物
荷
卸
し

時
相
互
立
ち
会
い
推
進
活
動

の
積
極
的
な
推
進
﹂
を
筆
頭

に
︑
全
10
項
目
の
施
策
を
策

定
し
た
︒

　

ま
た
︑
上
野
善
部
会
長
の

退
任
に
伴
い
︑
現
行
の
役
員

を
再
任
し
︑
新
部
会
長
の
選

任
に
つ
い
て
は
︑
再
任
さ
れ

た
役
員
に
よ
る
協
議
の
上
︑

後
日
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

議
事
に
続
い
て
︑
全
国
石

油
商
業
組
合
連
合
会
と
石
油

協
会
が
連
携
し
て
陳
情
・
要

望
活
動
を
展
開
す
る
︒

　

な
お
︑委
員
会
に
先
立
ち
︑

国
土
交
通
省
道
路
局
の
伊
勢

田
敏
高
速
道
路
課
長
が
﹁
高

速
道
路
に
関
す
る
最
近
の
話

題
に
つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
行
っ
た
︒

連
盟
が
﹁﹃
満
タ
ン
﹄＆﹃
プ

ラ
ス
１
缶
﹄
運
動
﹂
に
つ
い

て
説
明
し
︑
同
運
動
へ
の
協

力
を
依
頼
︒
議
事
終
了
後
に

開
催
さ
れ
た
研
修
会
で
は
︑

総
務
省
消
防
庁
の
秋
葉
洋
危

険
物
保
安
室
長
に
よ
る
講
演

﹁
危
険
物
の
移
送
時
等
の
安

全
確
保
の
推
進
に
つ
い
て
﹂

と
︑
保
険
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ

ム
㈱
取
締
役
第
３
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
部
長
で
特
定
社
会

保
険
労
務
士
の
馬
場
栄
氏
に

よ
る
講
演
﹁
労
働
契
約
法
の

２
０
１
８
年
問
題
並
び
に
運

輸
業
に
特
有
の
労
務
ト
ラ
ブ

ル
に
関
す
る
方
策
に
つ
い
て
﹂

が
行
わ
れ
た
︒

６
月
は
「
不
正
改
造
車
　

　
　
　
排
除
」
強
化
月
間

積
極
的
な
運
動
を
全
国
で
展
開
中

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

６
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の

１
か
月
間
を
﹁
不
正
改
造
車

排
除
強
化
月
間
﹂
と
し
て
︑

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

と
連
携
し
︑
不
正
改
造
車
を

排
除
す
る
運
動
を
実
施
し
て

い
る
︒
重
点
と
す
る
不
正
改

造
の
排
除
項
目
は
︑
①
前
面

ガ
ラ
ス
な
ら
び
に
運
転
者
席

お
よ
び
助
手
席
の
窓
ガ
ラ
ス

へ
の
着
色
フ
ィ
ル
ム
等
の
貼
付

（
貼
付
状
態
で
可
視
光
線
透

過
率
70
％
未
満
）
②
前
面
ガ

ラ
ス
へ
の
装
飾
板
の
装
着
③

直
前
直
左
の
周
辺
状
況
を
確

認
す
る
た
め
の
鏡
︑
ま
た
は

カ
メ
ラ
お
よ
び
画
像
表
示
装

置
の
取
り
外
し
︱
︱
な
ど
全

12
項
目
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
実
施
要
領
お
よ
び

啓
発
用
チ
ラ
シ
を
掲
載
す
る

な
ど
し
て
周
知
を
図
る
と
と

も
に
︑
適
正
化
事
業
巡
回
指

導
時
に
事
業
所
へ
の
啓
発
・

指
導
を
実
施
し
て
い
く
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
で
は
︑
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
上
に

安
全
・
環
境
等
に
関
す
る

﹁
ご
意
見
箱
﹂を
開
設
し
て
︑

一
般
の
方
か
ら
﹁
安
全
・
環

　

青
年
部
会
で
は
︑
全
国
の

自
動
車
教
育
課
程
を
有
す
る

高
等
学
校
約
１
０
０
校
で
組

織
さ
れ
た
全
自
研
の
加
盟
校

に
対
し
︑
平
成
27
年
度
よ
り

整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
を
寄

贈
し
て
お
り
︑
こ
れ
ま
で
に

４
校
へ
寄
贈
を
行
っ
て
い
る
︒

　

山
本
青
年
部
会
長
は
同
会

に
お
い
て
︑﹁
本
年
度
も
引

き
続
き
整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ

ク
を
寄
贈
し
た
い
﹂と
提
案
︒

　

今
後
︑
全
自
研
で
各
加
盟

校
か
ら
の
希
望
車
両
を
集
約

し
︑
寄
贈
校
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

業
）
︱
︱
の
５
つ
で
︑
既
に

実
施
し
て
い
る
も
の
の
ほ
か
︑

29
年
度
中
に
実
施
予
定
の
ア

イ
デ
ア
︑
企
画
等
で
も
申
請

可
能
︒

　

１
事
業
に
対
す
る
顕
彰
金

は
︑
金
賞
（
１
０
０
万
円
）︑

銀
賞
（
70
万
円
）︑
銅
賞

（
50
万
円
）
で
︑
顕
彰
総
額

は
５
０
０
万
円
︒

　

資
格
要
件
等
の
詳
細
は
︑

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
︒
お
問
い
合
わ
せ

は
︑
所
属
す
る
都
道
府
県
ト

協
ま
た
は
全
ト
協
経
営
改
善

事
業
部
ま
で
︒

今
年
度
も
全
自
研
加
盟
校

に
整
備
用
ト
ラ
ッ
ク
寄
贈

へ

青
年
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

山
本
明
徹
青
年
部
会
長
は
５

月
25
日
︑
東
京
都
立
六
郷
工

科
高
等
学
校
（
大
田
区
）
で

開
催
さ
れ
た
︑
全
国
自
動
車

教
育
研
究
会
（
全
自
研
）
の

理
事
会
に
出
席
し
た
︒

境
対
策
に
関
す
る
ご
意
見
﹂

﹁
危
険
な
道
路
地
点
に
関
す

る
情
報
﹂﹁
ス
ピ
ー
ド
リ
ミ
ッ

タ
ー
不
正
改
造
通
報
﹂
を
受

け
付
け
て
い
る
︒

　

こ
の
寄
せ
ら
れ
た
情
報
・

意
見
等
に
関
し
て
は
︑
事
業

者
が
明
ら
か
な
も
の
に
つ
い

て
は
︑
当
該
地
域
の
ト
ラ
ッ

ク
協
会
に
対
し
て
内
容
を
通

知
し
︑
適
切
に
対
応
を
講
じ

て
い
る
︒

青
年
経
営
者
等
に
よ
る
先

進
的
な
事
業
取
組
に
対
す

る
顕
彰

６
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

申
請
を
受
付

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑﹁
青
年
経
営
者
等
に
よ

る
先
進
的
な
事
業
取
組
に
対

す
る
顕
彰
事
業
﹂
を
平
成
29

年
度
も
実
施
す
る
こ
と
と

し
︑
６
月
１
日
か
ら
10
月
31

日
ま
で
申
請
を
受
け
付
け
る
︒

　

同
事
業
で
は
︑
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
青
年
組
織

に
所
属
す
る
経
営
者
等
が
実

施
し
た
︑
ま
た
は
今
後
実
施

す
る
先
進
的
で
創
意
工
夫
等

の
あ
る
取
り
組
み
に
よ
り
︑

他
の
者
の
模
範
と
な
り
得
る

事
業
に
対
し
て
顕
彰
を
行
う
︒

　

候
補
対
象
と
な
る
の
は
︑

①
社
会
貢
献
事
業
②
収
益
性

向
上
事
業
③
安
全
対
策
事
業

④
環
境
対
策
事
業
⑤
そ
の
他

（
特
に
本
目
的
に
沿
っ
た
事

新
「
指
導
・
監
督
指
針
」

に
基
づ
き
「
初
任
運
転
者

研
修
」
を
開
催

岐
阜
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

岐
阜
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
田
口
義
隆
会
長
）
は
５
月

17
日
︑
18
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
第
１
回
﹁
初
任
運
転
者

研
修
﹂
を
開
催
し
た
︒
こ
の

研
修
に
は
︑
今
年
度
︑
新
た

に
運
送
業
界
へ
入
っ
た
新
人

ド
ラ
イ
バ
ー
24
人
が
参
加
︒

準
中
型
運
転
免
許
の
創
設
に

併
せ
て
改
正
・
施
行
さ
れ
た

﹁
指
導
・
監
督
指
針
﹂
に
基

づ
く
座
学
講
習
15
時
間
以
上

の
う
ち
︑
実
車
を
用
い
た
指

導
３
時
間
を
除
く
12
時
間
を

受
講
し
た
︒
な
お
︑
講
師
は

同
県
ト
協
の
適
正
化
事
業
指

導
員
が
務
め
た
︒　

　

研
修
で
は
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
が
作
成
し
た
テ
キ

ス
ト
の
ほ
か
︑
岐
阜
県
ト
協

が
独
自
に
作
成
し
た
補
足
資

料
を
使
用
し
︑
適
正
化
事
業

指
導
員
が
日
頃
︑
巡
回
指
導

時
に
事
業
者
か
ら
得
た
情
報

も
交
え
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
現
状
を
含
め
た
講
義
と

な
っ
た
︒

　

研
修
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
︑
受
講
者
か
ら

は﹁
運
転
機
能
だ
け
で
な
く
︑

健
康
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
﹂

﹁
社
会
貢
献
に
役
立
つ
仕
事

で
あ
る
﹂﹁
日
常
使
用
す
る

普
通
車
と
違
い
︑
特
性
な
ど

に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
が

確
認
で
き
た
﹂
等
の
感
想
が

あ
っ
た
︒

　

一
方
で
︑﹁
参
加
者
へ
の
問

い
か
け
を
も
っ
と
含
め
る
と

よ
い
﹂
や
︑﹁
映
像
を
も
っ
と

活
用
し
た
方
が
よ
い
﹂
と
の

感
想
が
得
ら
れ
た
こ
と
か

ら
︑
次
回
以
降
︑
岐
阜
県
ト

協
と
し
て
は
︑﹁
こ
れ
ら
意
見

を
踏
ま
え
︑
さ
ら
に
充
実
し

た
研
修
と
な
る
よ
う
検
討
す

る
﹂
と
し
て
い
る
︒

全
国
初
！
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健

康
づ
く
り
推
進
協
定
」
を
締
結

三
重
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

三
重
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
小
林
俊
二
会
長
）
は
５
月

23
日
︑
運
送
事
業
者
に
お
け

る
健
康
起
因
事
故
の
削
減
に

向
け
︑
国
土
交
通
省
中
部
運

輸
局
三
重
運
輸
支
局
︑
全
国

健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
三
重
支
部
と
︑﹁
プ
ロ

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
づ
く
り

の
推
進
に
向
け
た
包
括
的
事

業
連
携
に
関
す
る
協
定
﹂
を

締
結
し
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
健
康
管
理
に
関
す

る
協
定
の
締
結
は
︑
全
国
で

初
と
な
る
︒

　

同
協
定
は
︑
近
年
運
送
事

業
者
に
お
け
る
健
康
起
因
事

故
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康

管
理
対
策
推
進
を
目
的
に
締

結
さ
れ
た
︒
今
後
同
協
定
に

基
づ
き
︑
運
輸
支
局
と
協
会

け
ん
ぽ
の
担
当
者
が
事
業
者

を
訪
問
し
︑
生
活
習
慣
病
な

ど
の
健
康
診
断
の
受
診
率
が

向
上
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
り
︑
事
業
者
の
健
康
管

理
に
関
す
る
優
れ
た
取
り
組

み
を
情
報
共
有
す
る
な
ど
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
管
理
が

進
む
よ
う
支
援
し
て
い
く
︒

新「指導・監督指針」に基づき開催された「初任運
転者研修」（5月17、18日、岐阜県トラック協会）

第５回税制・交付金委員会（５月24日、全ト協）

第12回タンクトラック・高圧ガス部会（５月26
日、全ト協）

整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
の
寄
贈
を
提

案
す
る
山
本
青
年
部
会
長
（
５
月
25

日
、
六
郷
工
科
高
校
）

5月23日に国土交通省中部運輸局三重運
輸支局で行われた協定締結式

平
成
30
年
度
税
制
改
正・予
算

要
望
事
項
、活
動
計
画
案
を
承
認

第
５
回
税
制
・
交
付
金
委
員
会
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国30か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国30か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

平成27年10月オープン！
「白河の関トラックステーション」

名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 盛　岡 岩手県滝沢市巣子 960-4　 019-688-1514 39

❺ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❻ 酒　田 山形県酒田市宮海字新林 572-15　 0234-33-1770 14

❼ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❽ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❾ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

� 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

� 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 95

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 45

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 53

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 1193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 徳　島 徳島県鳴門市大麻町姫田字先達 13-1 088-683-0260 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 63

� 鳥　栖 佐賀県烏栖市永吉町字来帰り 617-1 0942-83-7035 47

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43

� 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
と
共
催
で
︑
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
の
よ
り
一
層
の
事
故
逓

減
を
図
る
た
め
︑
平
成
29
年

度
も
全
国
で
﹁
事
故
防
止
セ

ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催
す
る
（
表

１
）︒

　

全
ト
協
で
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

事
業
に
お
け
る
総
合
安
全
プ

ラ
ン
２
０
０
９
﹂
を
策
定
し
︑

同
プ
ラ
ン
で
掲
げ
た
数
値
目

標
を
達
成
す
る
た
め
︑
営
業

用
ト
ラ
ッ
ク
を
第
１
当
事
者

と
す
る
死
亡
事
故
件
数
を
︑

﹁
車
両
台
数
１
万
台
当
た
り

﹃
２
・
０
件
以
下
﹄﹂
と
し
て

各
都
道
府
県
（
車
籍
別
）
の

共
有
目
標
と
す
る
こ
と
と

し
︑
事
故
防
止
対
策
を
推
進

し
て
い
る
︒
特
に
︑
交
通
事

故
統
計
か
ら
事
業
用
ト
ラ
ッ

ク
の
死
亡
事
故
は
交
差
点
で

多
く
発
生
し
て
お
り
︑
交
差

点
で
の
事
故
は
ひ
と
た
び
起

こ
る
と
死
亡
事
故
に
繋
が
り

や
す
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
の

交
差
点
事
故
の
防
止
対
策
に

特
化
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
制

作
し
︑
交
差
点
事
故
の
防
止

に
力
を
入
れ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
28
年
４
月
に
改
正

さ
れ
た
﹁
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
者
が
事
業
用
自
動
車
の

運
転
者
に
対
し
て
行
う
指
導

及
び
監
督
の
指
針
﹂
が
29
年

平
成
29
年
度
「
引
越
事
業

者
優
良
認
定
制
度
」　
　
　

　
　
申
請
書
類
頒
布
開
始

引
越
安
心
マ
ー
ク

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
31
日
︑平
成
29
年
度﹁
引

越
事
業
者
優
良
認
定
制
度　

制
度
と
申
請
の
ご
案
内
﹂
を

公
表
し
︑
６
月
１
日
か
ら
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）

に
て
書
類
等
の
頒
布
を
開
始

し
た
︒
ま
た
︑
６
月
７
日
か

３
月
に
施
行
さ
れ
︑
指
導
・

監
督
内
容
に
﹁
交
通
事
故
統

計
を
活
用
し
た
事
故
の
影
響

の
大
き
さ
を
理
解
さ
せ
る
﹂

が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
こ
と

な
ど
も
あ
り
︑
今
年
度
の
セ

ミ
ナ
ー
で
は
こ
う
し
た
改
正

内
容
の
概
要
説
明
に
加
え
︑

実
際
の
事
故
事
例
も
交
え
た

内
容
で
実
施
す
る
︒

　

セ
ミ
ナ
ー
は
座
学
（
１
時

間
程
度
）
に
加
え
て
︑
小
集

団
で
の
情
報
交
換
（
２
時
間

程
度
）
と
い
う
内
容
︒

　

な
お
︑
お
問
い
合
わ
せ
お

よ
び
申
し
込
み
は
所
属
の
都

道
府
県
ト
協
ま
で
︒

ら
申
請
に
係
る
説
明
会
を
︑

全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
（
10
回
）

と
各
県
向
け
に
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
な
ど
も
利
用
し
な

が
ら
順
次
開
催
す
る
︒
全
ト

協
で
は
︑
７
月
上
旬
頃
ま
で

説
明
会
を
開
催
し
た
の
ち
︑

８
月
１
日
か
ら
15
日
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
申
請
受
付

を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
今
年
度
か
ら
説
明

会
を
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り

申
請
に
関
す
る
事
前
相
談
お

よ
び
確
認
期
間
は
設
け
な
い
︒ 　

８
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

審
査
を
行
い
︑
12
月
中
旬
頃

に
第
４
回
認
定
事
業
者
を
発

表
し
︑
併
せ
て
認
定
証
の
発

送
と
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
で
の
公
表

を
行
う
︒

一
般
貨
物
の
輸
送
数
量
・

実
車
率
は
横
ば
い
で
推
移

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
景
況
感

［
29
年
１
～
３
月
期
］

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
16
日
︑
平
成
29
年
１
～

３
月
期
の
景
況
感
（
速
報
）

を
発
表
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
１

～
３
月
期
は
︑
一
般
貨
物
に

お
い
て
輸
送
数
量
や
実
車
率

が
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
す
る

中
︑
１
月
以
降
軽
油
価
格
が

上
昇
し
た
こ
と
や
︑
人
手
不

足
に
よ
る
運
転
者
等
の
人
件

費
の
漸
増
等
に
よ
り
︑
営
業

利
益
は
悪
化
の
傾
向
を
み
せ

て
い
る
︒

　

そ
の
た
め
︑
景
況
感
の
判

断
指
標
は
マ
イ
ナ
ス
15
・
３

と
な
り
︑
前
回
（
マ
イ
ナ
ス

２
・
８
）
か
ら
２
・
５
ポ
イ

ン
ト
悪
化
し
た
︒

工
業
会
が
作
成
し
た
解
説
資

料
お
よ
び
ビ
デ
オ
を
使
用
す

る
予
定
︒

　

な
お
︑
お
問
い
合
わ
せ
お

よ
び
申
し
込
み
は
所
属
の
都

道
府
県
ト
協
ま
で
︒

レ
ー
ラ
輸
送
に
よ
る
輸
送
効

率
向
上
に
つ
い
て
︱
︱
で
︑

教
材
に
は
︑
全
ト
協
作
成
の

冊
子
﹁
ト
レ
ー
ラ
の
大
型
化

に
よ
る
輸
送
効
率
化
促
進
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂︑
さ
ら
に
車
体

「
ト
レ
ー
ラ
の
適
正
使
用
」

　
　
　
　
　
　 

で
研
修
会

日
本
自
動
車
車
体
工
業
会
と
共
催

　
（
一
社
）
日
本
自
動
車
車

体
工
業
会
と
共
催
で
︑
平
成

29
年
度
﹁
ト
レ
ー
ラ
の
適
正

な
使
用
等
に
係
る
研
修
会
﹂

を
実
施
す
る
（
表
２
）︒
こ
れ

は
︑
国
土
交
通
省
か
ら
︑﹁
自

動
車
製
作
者
等
が
提
供
す
る

点
検
及
び
整
備
に
関
す
る
情

報
に
基
づ
く
確
実
な
保
守
管

理
の
実
施
に
つ
い
て
﹂
が
通

達
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
実

施
さ
れ
る
も
の
で
︑
昨
年
に

引
き
続
き
３
年
目
の
取
組
と

な
る
︒

　

主
な
研
修
会
の
内
容
は
︑

①
ト
レ
ー
ラ
の
火
災
事
故
防

止
の
た
め
の
日
常
点
検
及
び 

定
期
点
検
整
備
の
重
要
性
に

つ
い
て
②
ト
レ
ー
ラ
の
安
全

装
置
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
︑
横
転
抑
制

装
置
）
と
そ
の
有
効
性
③
ト

全
国
で「
事
故
防
止
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

新
た
な
指
導
・
監
督
指
針
も
反
映

平成29年度「トレーラの適正な使用等に係る研修会」開催日程
（６月２日現在）

都道府県 開催日 場所

宮　城 11月10日㈮ 宮城県トラック研修センター
福　島 30年1月10日㈬ 福島県トラック協会県中研修センター
茨　城 開催予定
栃　木 30年2月16日㈮ 栃木県トラック協会
群　馬 9月6日㈬ 群馬県トラック総合会館
埼　玉 開催予定
新　潟 10月2日㈪ 新潟県トラック総合会館
愛　知 12月6日㈬ 愛知県トラック会館
大　阪 11月6日㈪ 大阪府トラック総合会館
兵　庫 秋頃に開催予定 兵庫県トラック総合会館
鳥　取 9月14日㈭ 米子全日空ホテル
岡　山 11月17日㈮ 岡山県トラック総合研修会館
徳　島 6月15日㈭ 徳島県トラック会館
高　知 12月4日㈪または12月5日㈫ 調整中
宮　崎 開催予定

※ 既に、開催済みのセミナーは除く。詳細については、各都道府県トラック協会へお問い合わせください。

平成 29 年度「事故防止セミナー」開催日程
（６月２日現在）

都道府県 開催日 場　所 セミナー内容

北海道 11月または30年2月に開催予定 北海道トラック総合研修センター 交差点
青　森 11月に開催予定 青森県トラック協会研修センター ドラレコ
岩　手 10月17日（火） 岩手県トラック協会総合研修会館 交差点
宮　城 9月12日（火） 宮城県トラック研修センター ドラレコ
秋　田 未定
山　形 未定
福　島 6月14日（水） 福島県トラック協会県中研修センター 追突
茨城① 9月20日（水） 茨城県トラック協会 ドラレコ
茨城② 10月18日（水） 茨城県トラック協会 交差点
栃　木 30年2月21日（水） 栃木県トラック協会 ドラレコ
群　馬 9月に開催予定 群馬県トラック総合会館 追突
埼　玉 30年2月16日（金） 埼玉県トラック総合会館 ドラレコ
千葉① 6月5日（月）午前 千葉県トラック協会 ドラレコ
千葉② 6月5日（月）午後 千葉県トラック協会 ドラレコ
東京① 9月上旬に開催予定 東京海上日動本店 追突
東京② 9月20日（水） 東京都トラック総合会館 追突
東京③ 10月5日（木） 東京海上日動西東京支店 追突
神奈川 未定
山　梨 11月14日（火） 山梨県トラック協会 追突
新　潟 10月20日（金） 新潟県トラック総合会館 交差点
長野① 7月28日（金） 長野県トラック会館 交差点
長野② 9月27日（水） 長野県トラック会館 追突
長野③ 11月6日（月） 長野県トラック会館 ドラレコ
富　山 8月22日（火） 富山県トラック会館 追突
石　川 9月21日（木） 石川県トラック会館 ドラレコ
福　井 10月に開催予定 福井県トラック総合研修会館 ドラレコ
岐　阜 6月26日（月） 不二羽島文化センター 追突
静　岡 6月29日（木） 静岡県トラック協会研修センター ドラレコ
愛　知 10月24日（火） 愛知県トラック会館 ドラレコ
三　重 11月または30年2月に開催予定 三重県トラック協会研修室 ドラレコ
滋　賀 30年1月または2月に開催予定 滋賀県トラック総合会館 追突
京　都 10月3日（火） 京都自動車会館 交差点
大阪① 9月以降に開催予定 大阪府トラック総合会館 追突
大阪② 9月以降に開催予定 大阪府トラック総合会館 ドラレコ
大阪③ 9月以降に開催予定 大阪府トラック総合会館 交差点
兵　庫 6月27日（火） 兵庫県トラック総合会館（神戸） 交差点
奈　良 9月7日（木） 奈良県トラック会館 交差点

和歌山① 6月5日（月） ルミエール華月殿（和歌山） 交差点
和歌山② 6月6日（火） Big・U（田辺） 交差点
鳥取① 7月31日（月） 米子食品会館 2F「プラザホール」 交差点
鳥取② 8月1日（火） 鳥取県トラック協会３Ｆ研修室 交差点
島　根 未定
岡　山 10月19日（木） 岡山県トラック総合研修会館 ドラレコ
広島① 7月26日（水） 広島県トラック総合会館（広島） 追突
広島② 7月27日（木） 広島県トラック協会東部研修センター（福山） 追突
山　口 9月8日（金） 山口県トラック研修会館 追突
徳　島 11月15日（水） 徳島県トラック会館 交差点
香　川 8月23日（水） ホテルパールガーデン 交差点
愛　媛 未定
高　知 6月21日（水） 高知市「サンピアセリーズ」 交差点
福　岡 10月24日（火） 福岡東京海上日動ビル ドラレコ
佐　賀 30年1月に開催予定 佐賀市内 ドラレコ
長　崎 9月8日（金） 長崎県トラック協会研修会館 ドラレコ
熊　本 10月に開催予定 熊本県トラック協会研修センター 交差点
大　分 11月10日（金） 大分県トラック会館 ドラレコ
宮　崎 9月6日（水） 宮崎県トラック協会 ドラレコ
鹿児島 9月14日（木） 鹿児島県トラック研修センター ドラレコ
沖　縄 9月に開催予定 九州沖縄トラック研修会館 交差点

◇セミナー内容
追突：追突事故防止マニュアル活用セミナー、ドラレコ：ドライブレコーダ活用セミナー、交差点：交差点事故防止
マニュアル活用セミナー

※既に、開催済みのセミナーは除く。詳細については、各都道府県トラック協会へお問い合わせください。
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▽
６
月
９
日

・
第
43
回
引
越
部
会

▽
６
月
13
日

・
重
量
部
会
総
会

▽
６
月
17
日

・
青
年
部
会
第
１
回
全
国
代
表
者

協
議
会

▽
６
月
29
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
93
回
通
常
総
会

表２

表１
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6月15日〜11月30日

補 完 融 資
7月3日〜9月29日

燃料費対策特別融資

　全日本トラック協会ではこのたび、平成29年度中央近代化基金融資（補完融資／燃料
費対策特別融資）の申込受付を開始する。
　この融資は、全ト協からの利子補給により、長期低利の融資を推進し、トラック運送事
業者の近代化・合理化を図るために行われる。
　申し込みに必要な書類や融資条件の詳細等については、全ト協ホームページに掲載の
公募要綱を参照のこと。問い合わせは、各都道府県トラック協会または全日本トラック協
会経営改善事業部（☎ 03-3354-1056）へ。

第41回　補完融資
❖公募推薦総枠
　30億円

❖公募期間
　平成29年6月15日（木）から
　平成29年11月30日（木）まで
（ただし、公募枠の30億円に達し次第、申し
込みの受付を締め切る）

❖推薦対象者
　各都道府県トラック協会（以下「地方ト協」
という）に加入している貨物自動車運送事業
法の許可を受けた運送事業者、その共同体お
よびその持株会社（傘下の貨物自動車運送事
業者に係る資金調達を行う者に限る）（以下
「事業者」という）であって、株式会社商工組
合中央金庫（以下「商工中金」という）との取
引資格があるもの（予定を含む）。

❖対象事業
　①�トラックターミナル・配送センター等の物
流施設の整備に要する資金

　・�近代化・合理化のための事務機器等の設
置購入に要する資金を含む

　・「補修・改修」に要する資金を含む
　②�人材確保および生産性向上のための設備
　・�福利厚生施設の整備に要する資金［男女別
施設（トイレ・更衣室・休憩室等）を含む］

　・�荷役機械購入に要する資金（テールゲート
リフターの設置を含む）

　※車両購入および改造は除く

❖融資限度
　事業規模が1億円以上50億円以内の大規
模プロジェクト
　申込事業者の平成29年度以降の投資額の
30%を限度とする（投資額の30%が5千万円未
満の場合は5千万円）。ただし、未払金額以内

❖利子補給率
年0.3%（個別企業体・共同体ともに）
１事業者に対する利子補給は、総額で2千万円
を限度とする。

❖地方ト協から全ト協宛て推薦期限
（全ト協必着日）
　第１回� 平成29年8月７日（月）
　第2回� 9月７日（木）
　第3回　� 10月６日（金）
　第4回　� 11月７日（火）
　第5回　� 12月７日（木）

❖推薦適否決定通知予定日
　第1回� 平成29年8月21日（月）
　第2回� 9月21日（木）
　第3回� 10月20日（金）
　第4回� 11月21日（火）
　第5回� 12月21日（木）

第41回　燃料費対策特別融資
❖公募推薦総枠
　40億円

❖公募期間
　平成29年7月3日（月）から平成29年9月29日
（金）まで
（ただし、公募枠の40億円に達し次第、申し
込みの受付を締め切る）

❖推薦対象者
　地方ト協に加入している貨物自動車運送事
業者、その共同体およびその持株会社（傘下
の貨物自動車運送事業者に係る資金調達を
行う者に限る）であって、商工中金との取引資
格があるもの（予定を含む）。

❖対象資金
①�ポスト新長期規制適合車でかつ平成27年
度燃費基準を達成した車両の導入に必要

な設備資金
②�自家用燃料供給施設整備に必要な設備資金

❖融資限度
　３千万円（個別企業体・共同体ともに）
　（地方ト協の限度額とは別枠とする）

❖利子補給率
　年0.3％（個別企業体・共同体ともに）

❖地方ト協から全ト協宛て推薦期限
（全ト協必着日）
　第１回� 平成29年8月７日（月）
　第2回� 9月７日（木）
　第3回� 10月６日（金）

❖推薦適否決定通知予定日
　第1回� 平成29年8月21日（月）
　第2回� 9月21日（木）
　第3回　� 10月20日（金）

◇ 平成29年度　燃料供給施設の設置に係る助成制度 ◇
　全日本トラック協会では、燃料供給施設に係る助成を実施する。詳細は全ト協ホームページ「助成制度」を参照のこと。

天然ガス自動車用
燃料供給施設等助成事業

名 称

自家用燃料供給施設
整備支援助成事業

平成29年 6 月 1 日～ 8 月 31 日 受付期間 平成29年 8 月 1 日～ 10 月 31 日

平成29年度内に燃料供給施設等を設置
する者であって、①都道府県トラック
協会②都道府県トラック協会に所属す
る会員事業者であって、当該所属協会
からの推薦を受けた者③都道府県トラ
ック協会に所属する会員事業者が主体
で構成された団体等であって、都道府
県トラック協会からの推薦を受けた者
―― に該当する者

要　件

軽油専用タンクの設置を伴う自家用燃
料供給施設の新設、増設または増設を
伴う代替を行い、平成 29 年 4 月 1 日
～平成 30 年 2 月 28 日までに市町村（各
市町村地区消防組合等）より危険物取
扱所の完成検査済証の交付を受け、当
該設備の支払いを完了するもの

①天然ガス自動車用急速充填設備
②天然ガス自動車用昇圧供給装置
（ 助成対象となる燃料供給施設は、当

該申請者のためのみに利用されるも
のは対象外）

対　象

会員事業者、協同組合、連合会
（交付申請は年度内 1 施設限り。平成
20 ～ 26・28 年度に全ト協から同事業
による助成金の交付を受けた会員事業
者、協同組合・連合会は、助成対象外 )

① 新設＝助成対象経費に係る費用の 2
分の 1 以内（上限 4 千万円）

② 増設および改造＝助成対象経費に係
る費用の2分の1以内（上限1千万円） 助成額

① 軽油タンクの新設（設置１か所分のみ）
　＝100万円
② 軽油タンクの増設、増設を伴う代替

＝30万円
（ 公募期間内に申請が予算総額を超過

した際は1件当たりの助成金額を減
額する場合あり）

全ト協　交通・環境部
☎ 03-3354-1045 問い合わせ先 全ト協　経営改善事業部

☎ 03-3354-1056

現状分析と戦略構築の
2ステップ方式で経営改善を実現

　全日本トラック協会では、トラック運送事業に
詳しい中小企業診断士等が、事業者の経営状態
を分析し、その結果（STEP1）をベースに、改善策
（STEP2）を導き出す2ステップ方式の「経営診断
受診促進事業」を実施している。
　STEP1の「総合的な経営診断」では、全ト協・都道
府県トラック協会が推薦する診断士を派遣して多角的
に調査・分析を行い、事業者の経営実態と課題を詳し
く、かつ明確にした「経営診断報告書」を作成する。
　さらにSTEP2の「経営改善相談」では、STEP1か
ら得た結果に基づいて、今後の経営に長所をいかに
活かすか、短所をいかに改善するか、「具体策」につ
いて、STEP1の担当診断士による直接相談や助言が
受けられる。

STEP１：「総合的な経営診断」

　全ト協・都道府県ト協が推薦するプロによる、3つ
の分析（財務診断、現地調査、自己診断）
❖実施期間
　平成29年6月1日～平成30年2月28日
❖診断費用
　16万円（税別）※診断士の交通費が別途必要。

全ト協が8万円を助成
安全性優良事業所（Gマーク認定事業所）には
10万円を助成

STEP２：「経営改善相談」

　STEP1を受診した事業者が対象で、「経営診断報
告書」に基づいた問題点を抽出。診断士が問題解決
に向けて改善提案・アドバイスを実施し、「経営改善
提案書」を発行する。
❖実施期間
　平成29年6月1日～平成30年2月28日
❖診断費用
　5万円（税別）※診断士の交通費が別途必要。　

　全ト協が2万円を助成
　Gマーク認定事業所には3万円を助成

☆ なお、本紙6月15日号では、経営診断受診促進事  
業を実際に活用した事業者について、特集記事で
紹介します。

❖お問い合わせ
　 各都道府県トラック協会 または
　 全日本トラック協会 経営改善事業部
								☎：03-3354-1056
　          ht tp://www.jta .or.jp

全
ト
協

経営課題（ピンチ）を収益力（チャンス）に ！

平成29年度 経営診断事業　助成制度のご案内

　昨今、高齢化等を背景に、トラックドライバー
の体調不良に起因する事故が急増中です。
　そのため全日本トラック協会では、定期健康
診断の事後措置の徹底を図る支援の一環とし
て、トラック事業者に特化した「運輸ヘルスケア
ナビシステム」を構築し、健康起因事故に繋がり
やすいハイリスク者の可視化と、システムに基づ
く予防対策の推進を図るサポートを実施するこ
とと致しました。
　今年度、まずは「運輸ヘルスケアナビシステ
ム」のトライアル（実証実験）として、本事業は
業務委託先（NPO法人ヘルスケアネットワー
ク）にて行います。
　お問い合わせ、お申し込みはNPO法人ヘルス
ケアネットワークまで。
　次の通り参加事業者を募集致します。

【 募集概要 】
1、対象事業者数：40社　約2,000人(※）
2、受付対象期間：平成29年6月1日～10月31日

3、実施期間：平成29年6月1日～11月30日
4、参加費：無料

　※ご注意
　　・�今回はトライアル（実証実験）のため、事業所

規模等を考慮し選定させていただきます。
　　・�定員になり次第締め切らせていただきます。
　　・�終了後、評価フィールドのためのアンケート

にお答えいただきます（必須）。　

【業務委託先】
ＮＰＯ法人　ヘルスケアネットワーク（OCHIS）
　http://sas.ochis-net.jp

≪東京オフィス≫
〒101-0052　東京都千代田区神田小川町1-3-1�
　　　　　　　NBF小川町ビルディング4階
（一社）専門医ヘルスケアネットワーク事務局内
Tel:�03-3295-1271　�Fax:�03-3295-1274

≪大阪オフィス≫
〒536-0014　大阪市城東区鴫野西2-11-2
　　　　　�　大阪府トラック総合会館3階
Tel:�06-6965-3666　Fax:�06-6965-5261

「運輸ヘルスケアナビシステム」
トライアル参加事業者　募集開始！！

全ト協
平成29年度  中央近代化基金融資 推薦申込公募
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こ
の
ひ
と
り
走
行
ゲ
ー
ム
は
︑
今
で
は
﹁
渋

滞
吸
収
運
転
﹂
と
い
う
名

称
に
な
り
︑
少
し
ず
つ
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
︒
渋

滞
吸
収
運
転
は
︑
ひ
と
り

走
行
ゲ
ー
ム
の
さ
ら
に
進

化
形
で
︑
走
行
す
る
高
速

道
路
が
空
い
て
い
て
も
︑

電
光
掲
示
板
に
渋
滞
情

報
が
表
示
さ
れ
た
瞬
間
︑

車
両
の
速
度
を
時
速
70
㌔

㍍
以
下
に
抑
え
ま
す
︒
ス

ピ
ー
ド
を
抑
え
る
こ
と
で
︑
渋
滞
の
列
に
到
達

す
る
時
間
を
遅
く
し
ま
す
︒
そ
の
間
に
︑
前
方

で
発
生
し
た
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
て
い
く
の
で
︑

前
の
車
両
に
近
付
く
頃
に
は
︑
渋
滞
が
解
消
さ

れ
て
い
る
︑
と
い
う
ス
ゴ
イ
効
果
が
あ
り
ま
す
︒

　

タ
イ
ヤ
ケ
ア
の
観
点
か
ら
い
っ
て
も
︑
こ
の
ひ

と
り
走
行
ゲ
ー
ム
（
渋
滞
吸
収
運
転
）
は
︑
タ

イ
ヤ
が
長
持
ち
し
︑
燃
費
効
果
も
最
大
限
に
ア

ッ
プ
で
き
る
運
転
術
で
す
︒

さ
ら
に
︑
渋
滞
に
ハ
マ
る

時
間
が
10
分
︑
20
分
︑
い

や
１
時
間
以
上
短
縮
で
き

る
可
能
性
も
秘
め
て
い
ま

す
︒
こ
の
運
転
術
が
浸
透

す
れ
ば
︑
高
速
道
路
で
の

休
日
ド
ラ
イ
ブ
が
も
っ
と

快
適
に
な
る
の
で
︑
ぜ
ひ

実
践
し
て
ほ
し
い
で
す
︒

第
73
回 

「
高
速
道
路
で
よ
く
挑
戦
す
る

『
ひ
と
り
走
行
ゲ
ー
ム
』」

ら
宮
崎
市
ま
で
が
南
北
に
１

本
の
高
速
道
路
で
繋
が
っ
た
︒

　

開
通
か
ら
お
よ
そ
１
年
が

経
ち
︑
沿
線
市
町
で
は
︑
こ

の
７
年
間
で
約
６
７
０
の
企

業
が
進
出
し
︑
特
に
大
分
市

で
は
製
造
関
連
の
立
地
件
数

が
大
幅
に
増
加
し
た
︒
こ
れ

に
伴
い
︑
新
た
に
約
１
・
２

万
人
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
︑

地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与

し
て
い
る
︒

　

物
流
へ
の
効
果
で
は
︑
北

九
州
市
～
宮
崎
市
間
の
所
要

時
間
が
４
年
前
と
比
較
し
て

約
65
分
短
縮
し
︑
輸
送
回
数

が
約
１
・
２
倍
に
増
加
︒

　

大
分
県
と
宮
崎
県
と
の
間

の
陸
上
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
︑

大
分
県
か
ら
愛
媛
県
に
渡
る

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
利
用
台
数

が
４
年
間
で
約
10
％
増
加
す

運
転
者
の
拘
束
時
間
削
減

東
九
州
道
の
開
通
効
果

　

国
土
交
通
省
は
５
月
23

日
︑
東
九
州
自
動
車
道
の
開

通
１
年
後
の
ス
ト
ッ
ク
効
果

（
整
備
さ
れ
た
社
会
資
本
が

機
能
す
る
こ
と
に
よ
り
継
続

的
に
中
長
期
的
に
得
ら
れ
る

効
果
）
を
ま
と
め
︑
発
表
し

た
︒

　

東
九
州
道
は
昨
年
４
月
24

日
︑
椎
田
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
～
豊
前
Ｉ
Ｃ

間
が
開
通
し
︑
北
九
州
市
か

る
な
ど
︑
東
九
州
道
を
利
用

し
た
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
と
海
上

輸
送
を
組
み
合
わ
せ
た
新
た

な
物
流
ル
ー
ト
が
構
築
さ
れ

た
︒

　

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
乗
船
中
の
２

・
５
時
間
は
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
休
憩
時
間
と
な
る

た
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘
束

時
間
が
年
間
約
27
万
時
間
削

減
さ
れ
︑
労
働
環
境
改
善
︑

荷
主
７
０
７
名
に

取
引
内
容
改
善
求
め
る

対
象
倍
増
し
書
面
調
査

　

公
正
取
引
委
員
会
は
５
月

24
日
︑
平
成
28
年
度
に
お
け

る
﹁
下
請
法
運
用
状
況
お
よ

び
企
業
間
取
引
の
公
正
化
へ

の
取
組
等
﹂
を
ま
と
め
︑
発

表
し
た
︒

　

こ
の
う
ち
︑
荷
主
と
物
流

事
業
者
と
の
取
引
に
関
す
る

調
査
で
は
︑
独
占
禁
止
法
の

運
用
を
強
化
し
︑
書
面
調
査

の
対
象
を
前
年
度
に
比
べ
て

ト
ラ
ッ
ク
労
災
21
％
減

死
亡
災
害
、
過
去
最
少
に

　

厚
生
労
働
省
は
５
月
19

日
︑
平
成
28
年
の
﹁
労
働
災

害
発
生
状
況
﹂
を
ま
と
め
︑

発
表
し
た
︒
そ
れ
に
よ
る
と
︑

死
亡
災
害
は
前
年
比
４
・
５

％
減
の
９
２
８
人
と
な
り
︑

２
年
連
続
で
過
去
最
少
と
な

っ
た
︒
死
亡
事
故
は
減
少
傾

向
に
あ
り
︑
製
造
業
で
は
前

年
を
上
回
っ
た
が
︑
死
亡
者

数
の
多
い
陸
上
貨
物
運
送
事

業
︑
建
設
業
が
前
年
を
下
回

っ
た
こ
と
で
︑
全
体
と
し
て

前
年
を
下
回
り
︑﹁
第
12
次

労
働
災
害
防
止
計
画
﹂
の
目

標
の
水
準
に
達
し
て
い
る
︒

　

一
方
︑
休
業
４
日
以
上
の

死
傷
災
害
は
同
１
・
４
％
増

の
11
万
７
９
１
０
人
と
な
り
︑

対
前
年
同
期
比
で

死
亡
事
故
８
件
減
少

警
察
庁

　

警
察
庁
が
こ
の
ほ
ど
発
表

し
た
﹁
交
通
事
故
統
計
（
平

成
29
年
４
月
末
）﹂
に
よ
る

と
︑
29
年
４
月
末
ま
で
の
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
を
第
１
当
事

者
と
す
る
死
亡
事
故
件
数
は

85
件
と
︑
前
年
同
期
比
で
８

件
減
少
し
た
（
図
） 

︒

　

な
お
︑
４
月

単
月
の
件
数

は
︑
大
型
車
10

件
（
前
年
同
期

比
▲
５
件
）︑

中
型
車
︑
準

中
型
車
︑
普

通
車
の
合
計
で

６
件
（
同
▲
１

件
）
で
︑
昨
年

よ
り
６
件
減

少
︑
最
近
５
年

間
の
う
ち
で
も

最
少
で
推
移
し

て
い
る
︒

過
労
運
転
撲
滅
に
も
貢
献
し

て
い
る
︒

 

新
東
名
で
6
月
24
日
か
ら

「
道
の
駅
」へ
一
時
退
出
可
能
に

　

国
土
交
通
省
は
５
月
24

日
︑
新
東
名
新し

ん
し
ろ城
Ｉ
Ｃ
か
ら

道
の
駅
﹁
も
っ
く
る
新
城
﹂

へ
の
一
時
退
出
を
可
能
と
す

る
社
会
実
験
を
︑
６
月
24
日

倍
増
さ
せ
︑
荷
主
３
万
名
︑

物
流
事
業
者
４
万
名
に
対
す

る
調
査
を
実
施
し
た
︒

　

そ
の
結
果
︑
物
流
特
殊
指

定
に
照
ら
し
て
問
題
と
な
る

恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

７
０
７
名
の
荷
主
に
対
し
︑

物
流
事
業
者
と
の
取
引
内
容

の
検
証
・
改
善
を
求
め
る
文

書
を
発
送
し
た
︒

　

荷
主
７
０
７
名
の
う
ち
︑

業
種
に
つ
い
て
回
答
の
あ
っ
た

６
９
８
名
を
業
種
別
に
み
る

と
︑
製
造
業
が
３
４
０
名
と

半
数
近
く
を
占
め
︑
次
い
で

目
標
達
成
に
は
相
当
の
取
り

組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
︒

　

陸
上
貨
物
運
送
事
業
の
死

亡
災
害
は
減
少
傾
向
に
あ

り
︑
28
年
は
前
年
比
20
・
８

％
減
の
99
人
と
な
り
︑
過
去

最
少
と
な
っ
た
︒
死
傷
災
害

は
同
０
・
７
％
増
の
１
万
３

９
７
７
人
と
な
り
︑
近
年
は

横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
︒

　

事
故
の
型
別
で
は
︑
死
亡

災
害
は
交
通
事
故
（
道
路
）

が
最
も
多
く
︑
減
少
傾
向
に

あ
る
も
の
の
︑
全
体
の
約
６

割
を
占
め
る
︒
ま
た
︑
死
傷

災
害
は
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
等

か
ら
の
﹁
墜
落
・
転
落
﹂
が

卸
売
業
が
１
４
９
名
︑
建
設

業
が
53
名
と
続
い
て
い
る
︒

　

問
題
と
な
る
恐
れ
が
あ
る

行
為
７
９
１
件
を
類
型
別
に

み
る
と
︑
代
金
の
支
払
遅
延

３
２
９
件
︑
代
金
の
減
額
１

６
５
件
︑
割
引
困
難
な
手
形

の
交
付
が
１
０
５
件
な
ど
と

な
っ
て
い
る
︒

　

全
産
業
合
計
の
下
請
法
運

用
状
況
を
み
る
と
︑
28
年
度

の
勧
告
件
数
は
11
件
で
︑
違

反
行
為
類
型
の
内
訳
は
︑
下

請
代
金
の
減
額
が
７
件
︑
下

請
代
金
の
減
額
お
よ
び
返
品

最
も
多
く
︑
前
年
を
下
回
っ

た
も
の
の
︑
近
年
は
横
ば
い

と
な
っ
て
い
る
︒

﹁
未
来
志
向
型
の

取
引
慣
行
﹂
へ

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
求
め
る

　

経
済
産
業
省
は
５
月
26

日
︑
昨
年
９
月
に
公
表
し
た

﹁
未
来
志
向
型
の
取
引
慣
行

に
向
け
て
（
世
耕
プ
ラ
ン
）﹂

に
関
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

行
う
と
発
表
し
た
︒
発
注
側

の
大
企
業
︑
下
請
側
の
中
小

企
業
の
両
方
に
対
し
て
き
め

細
か
な
調
査
を
実
施
し
︑
サ

が
１
件
︑
下
請
代
金
の
減
額

お
よ
び
不
当
な
経
済
上
の
利

益
の
提
供
要
請
が
１
件
な
ど

と
な
っ
て
い
る
︒

　

28
年
度
の
指
導
件
数
は
過

去
最
多
の
６
３
０
２
件
と
な
っ

た
︒
ま
た
︑
下
請
事
業
者
が

被
っ
た
不
利
益
に
つ
い
て
︑

親
事
業
者
３
０
２
名
か
ら
下

請
事
業
者
６
５
１
４
名
に
対

し
︑
下
請
代
金
の
減
額
分
の

返
還
な
ど
総
額
23
億
９
９
３

１
万
円
相
当
の
原
状
回
復
が

行
わ
れ
た
︒

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
わ

た
る
﹁
適
正
取
引
﹂
や
﹁
付

加
価
値
向
上
﹂
の
浸
透
・
徹

底
に
取
り
組
む
︒

　

各
業
界
で
策
定
さ
れ
た

﹁
自
主
行
動
計
画
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
指
針
﹂を
作
成
し
︑

こ
の
指
針
を
参
考
に
︑
そ
れ

ぞ
れ
の
計
画
の
内
容
に
合
わ

せ
て
調
査
事
項
等
を
調
整
し

た
上
で
︑
会
員
企
業
を
対
象

に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て

も
ら
う
︒
９
～
10
月
頃
調
査

を
実
施
し
︑
各
団
体
が
結
果

を
経
産
省
等
に
報
告
し
︑
中

小
企
業
庁
が
ま
と
め
年
内
に

公
表
す
る
︒

　

中
企
庁
は
ま
た
︑
関
係
法

令
の
運
用
強
化
を
踏
ま
え
た

改
善
状
況
に
つ
い
て
︑
親
事

業
者
数
千
社
お
よ
び
下
請
事

業
者
数
万
社
に
対
す
る
大
規

模
調
査
を
︑
平
成
30
年
１
月

頃
に
実
施
す
る
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
29
年
４
月
か

ら
全
国
に
﹁
下
請
Ｇ
メ
ン
﹂

を
配
置
し
︑
年
間
２
０
０
０

件
以
上
の
下
請
中
小
企
業
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
︒

必
要
に
応
じ
て
秘
密
保
持
を

前
提
に
︑
発
注
側
事
業
者
や

業
界
団
体
に
伝
え
︑
適
正
取

引
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強

く
促
す
︒

か
ら
開
始
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
搭
載
車
が

対
象
で
︑
新
城
Ｉ
Ｃ
で
流
出

し
︑
道
の
駅
に
立
ち
寄
っ
た

後
︑
１
時
間
以
内
に
同
Ｉ
Ｃ

か
ら
再
流
入
し
て
順
方
向
に

利
用
し
た
場
合
︑
目
的
地
ま

で
高
速
道
路
を
降
り
ず
に
利

用
し
た
場
合
と
同
じ
料
金
に

調
整
す
る
︒

　
﹁
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
賢
く
使
う
取
組
﹂
の
一

環
で
︑
休
憩
施
設
の
不
足
に

対
応
し
︑
良
好
な
運
転
環
境

を
実
現
す
る
た
め
︑﹁
賢
い

料
金
﹂の
試
行
を
行
う
も
の
︒

公 取 委

経 産 省

 

改
良
型
﹁
ギ
ガ
﹂

﹁
フ
ォ
ワ
ー
ド
﹂
を
発
売

い
す
ゞ
自
動
車

　

い
す
ゞ
自
動
車
㈱
は
こ
の

ほ
ど
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
﹁
ギ

ガ
﹂（
写
真
）
と
中
型
ト
ラ

 

新
型﹁
ス
ー
パ
ー
グ
レ
ー
ト
﹂

を
発
表

三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス

　

三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
㈱
は
︑
21
年
ぶ
り
に
フ

ル
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
た
大

ッ
ク
﹁
フ
ォ
ワ
ー
ド
﹂
を
改

良
し
︑
発
売
を
開
始
し
た
︒

　

今
回
の
改
良
に
よ
り
︑﹁
ギ

ガ
﹂﹁
フ
ォ
ワ
ー
ド
﹂
は
と
も

に
︑
今
年
９
月
か
ら
適
用
さ

れ
る
平
成
28
年
排
出
ガ
ス
規

制
に
適
合
︒
さ
ら
に
︑
先
進

安
全
装
置
の
さ
ら
な
る
性
能

向
上
が
図
ら
れ
た
︒﹁
ギ
ガ
﹂

で
は
︑
地
図
情
報
を
活
用
し

た
オ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
機
能
を

一
部
車
種
に
搭
載
︒
地
図
情

報
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
り
道
路
勾

配
を
予
測
し
︑
適
切
な
ギ
ア

段
が
自
動
選
択
さ
れ
る
こ
と

で
︑
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
の

省
燃
費
走
行
が
可
能
と
な
る
︒

型
ト
ラ
ッ
ク
﹁
ス
ー
パ
ー
グ

レ
ー
ト
﹂
を
発
表
し
た
︒

　

新
型
﹁
ス
ー
パ
ー
グ
レ
ー

ト
﹂
で
は
︑
全
車
に
新
型
12

速
Ａ
Ｍ
Ｔ
﹁
シ
フ
ト
パ
イ
ロ

ッ
ト
﹂
を
搭
載
︒
ド
ラ
イ
バ

ー
に
よ
る
ク
ラ
ッ
チ
操
作
が

不
要
と
な
り
︑
運
転
操
作
に

お
け
る
負
担
軽
減
が
図
ら
れ

る
︒
ま
た
︑
衝
突
被
害
軽
減

ブ
レ
ー
キ﹁
Ａ
Ｍ
Ｂ
プ
ラ
ス
﹂

﹁
Ａ
Ｍ
Ｂ
４
﹂
や
︑
様
々
な

運
転
支
援
技
術
の
搭
載
に
よ

り
︑
一
層
安
全
性
能
を
向
上

さ
せ
た
ほ
か
︑
運
行
管
理
シ

ス
テ
ム
﹁
ト
ラ
ッ
ク
コ
ネ
ク

ト
﹂を
標
準
装
備
し
て
い
る
︒

いすゞ 「ギガ」三菱ふそうトラック・バス「スーパーグレート」

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
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図　事業用貨物車が第１当事者となる死亡事故件数の推移（平成24年～29年4月）
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福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
平
成
21
年
度
か
ら
︑
道
路

清
掃
活
動
﹁
道
路
に
感
謝
！

ク
リ
ー
ン
作
戦
﹂
を
展
開
し

て
い
る
（
写
真
①
）︒

　

こ
れ
は
︑10
月
９
日
の
﹁
ト

ラ
ッ
ク
の
日
﹂
を
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
の
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
る
も
の
︒
公
共
の

道
路
を
利
用
し
て
い
る
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
や
ド
ラ
イ

バ
ー
が
積
極
的
に
清
掃
活
動

に
参
加
す
る
こ
と
で
︑
環
境

保
全
意
識
の
向
上
を
図
る
ほ

か
︑
運
送
事
業
者
や
ド
ラ
イ

バ
ー
が
社
会
に
貢
献
し
て
い

く
こ
と
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
社
会
的
地
位
の
向
上

に
繋
げ
る
狙
い
も
あ
る
と
い

う
︒

　

同
活
動
は
支
部
ご
と
に
実

施
︒
福
島
県
ト
協
の
支
部
は
︑

統
合
に
よ
り
15
支
部
（
平
成

21
年
度
）
か
ら
６
支
部
（
現

在
）
と
な
っ
て
い
る
が
︑
地

域
に
密
着
し
た
事
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
支
部
内
の
複
数
の

会
場
で
実
施
︒
28
年
度
は
表

１
の
よ
う
に
県
内
14
会
場
で

行
わ
れ
た
︒
メ
イ
ン
の
開
始

式
は
︑
県
北
支
部
と
福
島
県

ト
協
本
部
と
の
合
同
で
開

催
︒
参
加
者
代
表
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
﹁
県
内
６
支
部
一
斉

に
環
境
美
化
の
た
め
︑
道
路

へ
の
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て

こ
れ
ま
で
８
回
実
施
さ
れ
︑

参
加
者
は
延
べ
６
０
０
０
人

に
も
及
ぶ
︒
会
員
事
業
者
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し

て
い
る
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど

は
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
り
︑
自

分
た
ち
が
日
々
利
用
し
て
い

る
道
路
を
自
分
た
ち
の
手
で

き
れ
い
に
し
て
い
く
こ
と
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
環
境
意
識
を

高
め
︑
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を

抑
止
す
る
効
果
が
期
待
で
き

る
と
い
う
︒
実
際
︑
同
活
動

開
始
前
は
︑
地
域
住
民
か
ら

﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が

火
の
付
い
た
ま
ま
の
た
ば
こ

を
運
転
席
か
ら
投
げ
捨
て

た
﹂
な
ど
と
い
っ
た
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く

な
か
っ
た
が
︑
同
活
動
開
始

以
降
︑
こ
う
し
た
苦
情
は
減

っ
て
い
る
と
い
う
︒
な
お
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
に
多
く
参
加
し

　

会
津
西
街
道
沿
い
に
古
く

か
ら
の
街
並
み
が
続
き
︑
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
大
内

宿
︒
福
島
県
ト
協
で
は
︑
そ

の
大
内
宿
を
擁
す
る
南
会
津

郡
下
郷
町
の
中
山
地
区
で
︑

22
年
度
か
ら
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の

森
づ
く
り
事
業
﹂
を
行
っ
て

い
る
︒

　

下
郷
町
は
福
島
県
会
津
地

方
の
南
部
に
位
置
し
て
い
る
︒

周
囲
は
那
須
山
系
な
ど
の
山

々
に
囲
ま
れ
て
お
り
︑
面
積

の
約
87
％
は
森
林
に
覆
わ
れ

る
緑
豊
か
な
町
で
あ
る
︒

　

福
島
県
ト
協
は
︑
森
林
の

保
護
育
成
を
進
め
て
い
く
こ

と
で
︑
地
球
温
暖
化
の
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
二
酸

化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）を
吸
収
し
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と
し
て

地
球
環
境
の
改
善
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
指
し
︑
22
年
に

福
島
県
︑
下
郷
町
︑
下
郷
町

中
山
区
︑
福
島
県
ト
協
の
４

者
で
﹁
企
業
の
森
林
づ
く
り

協
定
﹂
を
締
結
︒﹁
下
郷
町

中
山
﹃
き
の
こ
﹄
と
﹃
む
ら
﹄

づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
﹂

に
参
加
す
る
形
で
植
樹
活
動

を
行
っ
て
い
っ
た
︒

　

植
樹
活
動
は
毎
年
秋
に
行

わ
れ
︑
会
員
事
業
所
の
従
業

員
や
そ
の
家
族
な
ど
が
福
島

県
南
会
津
農
林
事
務
所
お
よ

び
森
林
保
全
課
の
指
導
・
協

力
の
も
と
︑
次
々
に
植
樹
︒

22
年
か
ら
24
年
ま
で
の
３
年

間
で
︑
０
・
６
㌶
の
土
地
に

コ
ナ
ラ
や
ト
チ
︑
コ
ブ
シ
︑

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
な
ど
毎
年
約
２

０
０
本
ず
つ
︑
合
計
６
０
８

本
を
植
樹
し
た
︒
な
お
︑
当

地
は
冬
に
な
る
と
積
雪
が
多

く
な
り
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
植

樹
し
た
木
が
枯
れ
て
し
ま
う

て
も
ら
う
た
め
に
︑
同
活
動

実
施
日
は
仕
事
が
休
み
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
多
い
土
曜
日
に

設
定
し
て
い
る
︒

　

同
活
動
を
実
施
す
る
際
に

は
︑
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
︑
清
掃
活

動
の
様
子
が
地
元
紙
や
テ
レ

ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

機
会
も
多
い
︒
地
元
紙
や
テ

レ
ビ
で
﹁
環
境
保
護
に
努
め

る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
﹂
を

紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と
で
︑

一
般
市
民
の
業
界
へ
の
理
解

も
よ
り
深
ま
る
そ
う
だ
（
写

真
③
）︒

　

な
お
︑
同
活
動
は
こ
れ
ま

で
福
島
県
ト
協
全
体
で
の
取

り
組
み
と
し
て
実
施
し
て
き

た
が
︑
今
年
度
は
３
年
前
に

復
活
し
た
ト
ラ
ッ
ク
の
日
の

イ
ベ
ン
ト
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
フ

ェ
ス
タ
﹂
の
開
催
に
注
力
す

る
た
め
︑
支
部
ご
と
の
取
り

組
み
と
し
て
同
活
動
を
継
続

し
て
い
く
と
い
う
︒

こ
と
も
想
定
さ
れ
た
た
め
︑

そ
れ
を
見
越
し
て
多
め
に
植

林
を
行
っ
て
き
た
︒

　

25
年
か
ら
は
︑
小
さ
な
苗

木
の
成
長
を
妨
げ
る
植
物
を

除
去
し
︑
苗
木
を
保
護
す
る

た
め
︑
下
刈
り
作
業
も
併
せ

て
実
施
︒
25
年
以
降
は
︑﹁
下

郷
町
中
山
﹃
き
の
こ
﹄
と
﹃
む

ら
﹄
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
事

業
﹂
の
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
年

５
回
実
施
）
の
う
ち
︑
７
月

と
10
月
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
す
る
形
に
移
行
し
︑
下
刈

り
作
業
等
の
後
に
地
域
住
民

と
の
交
流
を
深
め
る
﹁
収
穫

祭
﹂も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
︒

　

参
加
者
は
︑
朝
８
時
半
に

現
地
に
集
合
す
る
︒
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
︑
ま
ず
下
刈

り
作
業
や
間
伐
材
の
薪
割
り

な
ど
に
汗
を
流
す
（
写
真

④
）︒
薪
割
り
を
や
っ
た
こ
と

の
な
い
参
加
者
も
多
い
が
︑

地
元
の
人
か
ら
や
り
方
を
教

わ
り
な
が
ら
︑
楽
し
く
作
業

を
行
う
︒
昼
に
な
る
と
︑
鹿

や
熊
の
肉
︑
ま
た
キ
ノ
コ
や

ワ
ラ
ビ
な
ど
地
元
の
食
材
が

ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
た
料
理

や
︑
石
窯
で
焼
い
た
手
作
り

ピ
ザ
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
︑

地
元
住
民
た
ち
と
楽
し
い
時

を
過
ご
し
て
い
る（
写
真
⑤
）︒

福
島
県
ト
協
の
担
当
者
に
よ

る
と
︑
会
員
か
ら
の
参
加
希

望
が
毎
回
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
︒

　

な
お
︑
28
年
か
ら
は
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
の
森
﹂
隣
接
地
（
０

・
６
㌶
）
に
つ
い
て
も
併
せ

て
下
刈
り
作
業
な
ど
を
行
っ

て
い
る
︒

　

表
３
は
︑
同
地
区
に
お
け

る
７
年
間
の
実
施
状
況
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
︒
今
年

３
月
に
は
︑
県
か
ら
﹁
二
酸

化
炭
素
吸
収
量
認
証
書
﹂（
写

真
⑥
）
が
発
行
さ
れ
︑
28
年

度
に
お
け
る
森
林
整
備
活
動

に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
が
２

・
56
㌧
︱
Ｃ
Ｏ
２
で
あ
っ
た
こ

と
が
認
証
さ
れ
た
︒
福
島
県

ト
協
で
は
︑
今
後
も
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
繋
が
る
同
事
業
を
推

進
し
て
い
く
と
し
て
い
る
︒

積
極
的
に
道
路
清
掃
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
﹂
と
宣
誓
（
写
真
②
）︒

そ
の
後
︑
参
加
者
は
道
路
に

落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
な
ど
を
拾

い
集
め
る
︒

　

同
活
動
は
表
２
の
よ
う
に

地域共生と環境保全に取り組む
トラック運送業界

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
︑
こ
れ
ま
で
も
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
の
推
進
や
燃
費
性
能
の
高
い
車
両
へ
の
代
替
な
ど
を
は

じ
め
と
す
る
多
岐
に
及
ぶ
環
境
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
て

い
る
︒
一
方
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
﹁
地
球
に
や
さ

し
い
﹂
業
界
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
︑
継
続
的
に
業
務
を

行
っ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
︑
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
て
い
る

環
境
対
策
を
よ
り
強
化
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
︑
事

業
を
展
開
す
る
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
の
環
境
保
全

に
努
め
︑
地
域
環
境
を
よ
り
良
化
さ
せ
る
た
め
の
積
極
的

な
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
︒

　

そ
こ
で
本
特
集
で
は
︑﹁
地
域
共
生
と
環
境
保
全
﹂
と

い
う
観
点
か
ら
︑
美
し
い
地
球
環
境
を
守
る
た
め
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
︑
今
号
と
次
号
の

２
回
に
わ
た
り
紹
介
し
て
い
く
︒

　

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
国

民
の
生
活
環
境
の
保
全
と
地
球
温
暖
化

対
策
の
推
進
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
会
員

事
業
者
と
と
も
に
様
々
な
環
境
対
策
事
業

を
推
進
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
福
島
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
渡
邉
泰
夫
会
長
）
に
お

け
る
地
域
環
境
保
全
活
動
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
方
向
性
な

ど
を
紹
介
し
て
い
く
。

「
道
路
に
感
謝
！ 

ク
リ
ー
ン
作
戦
」

８
年
間
で
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
約
６
０
０
０
人
が
参
加

環
境
意
識
向
上
が
ポ
イ
捨
て
抑
止
に
繋
が
る

下
郷
町
中
山
地
区「
ト
ラ
ッ
ク
の
森
づ
く
り
事
業
」

森
林
保
護
育
成
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減

地
域
住
民
と
の
交
流
を
深
め
る
機
会
に
も

表２   「クリーン作戦」開催状況

年度 開催日 参加人数

平成21 10月10日 761

22 10月9日 823

23 10月8日 683

24 10月13日 576

25 10月5日 748

26 10月18日 774

27 10月24日 762

28 10月22日 811

計 延べ8回 5,938

表１　平成28年度「道路に感謝！ クリーン作戦」各支部活動状況
支部名 実施日 時間 清掃場所

県北支部 10月22日

10:00～11:30 福島県飯坂町
10:00～11:30 伊達市県道 150 号線、保原幹線 1 号線
7:30～  9:30 二本松市中里向作田町国道 4 号線
8:30～10:00 二本松市国道 4 号線

県中支部 10月16日 8:30～  9:45 郡山市喜久田町市道

県南支部 10月22日
10:00～11:30 須賀川市岩作国道 4 号線
10:00～11:30 西白河郡泉崎村国道 4 号線
10:00～11:30 棚倉町国道 289 号線・118 号線

会津支部 10月22日
9:00～11:00 会津若松市町北町国道 121 号線バイパ

ス、旧道の上下線、国道 49 号線
10:00～12:00 喜多方市国道 121 号線バイパス
8:30～10:30 南会津町国道 121 号線バイパス

相双支部 10月22日 9:00～11:30 相馬市赤木町国道 6 号線

いわき支部 10月  1日 9:00～11:30 いわき市国道 6 号線（岩間地区）
9:00～11:30 いわき市国道 6 号線（平地区）

表３　「トラックの森づくり事業」実施状況　（植林内容：山桜、コナラ、トチ、コブシ、ヤマボウシ、エゴの木）
植栽活動 地元交流

計
平成22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年

参加人数 119 111 127 39 65 80 71 612人
植栽本数 608本 下刈り・除伐等森林整備 608本

面積 0.6ha（0.2ha×3年） 追加0.6ha 1.2ha
CO2吸収量 0.57t/年 1.14t/年 1.71t/年 1.71t/年 1.71t/年 1.71t/年 2.56t/年 11.11t

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お
け
る
地
域
環
境
保
全
活
動
の
こ
れ
ま
で
と
今
後

「
自
然
豊
か
な
福
島
を
守
る
」

地
域
と
連
携
し
環
境
活
動
を
推
進

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
目
指
し

海
岸
防
災
林
植
樹
活
動
ス
タ
ー
ト

第１回

環境特集
2017
6月は環境月間

写真③地域住民に「環境保護に努めるトラック運送業界」というイメージを与える同活動

写真②清掃活動開始前には参加者代表が積極的に清掃活動を行うことを力強く宣言

写真⑥同事業で福島県ト協は、県から二酸化炭
素（CO2）吸収量の認証を受けている写真④苗木の成長を妨げる植物を除去するために参加者が下刈り作業に汗を流す

写真①参加したドライバーなどが道路に捨てられたゴミを拾う「道路に感謝！クリーン作戦」

写真⑤作業終了後には地域住民との楽しい交流の場も用意されている

相馬市磯部地区
（海岸防災林の再生）
相馬市磯部地区

（海岸防災林の再生）

中間貯蔵施設
予定地

中間貯蔵施設
予定地

いわき市白河市

下郷町中山地区
（トラックの森づくり事業）

下郷町中山地区
（トラックの森づくり事業）

郡山市

福島県概要図

福島市

会津若松市会津若松市

猪苗代湖猪苗代湖
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福
島
県
浜
通
り
地
区
は
︑

23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
︒

県
内
に
は
︑
震
災
前
に
は
２

６
１
㌶
の
海
岸
防
災
林
が
あ

っ
た
が
︑
津
波
に
よ
り
１
５

５
㌶
が
流
失
し
て
し
ま
っ
た
︒

海
岸
防
災
林
は
︑
津
波
が
発

生
し
た
際
に
︑
津
波
自
体
を

完
全
に
抑
止
す
る
こ
と
は
で

き
な
く
て
も
︑
津
波
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
減
衰
︑
到
達
時
間
の

遅
延
︑漂
流
物
の
捕
捉
な
ど
︑

被
害
を
軽
減
す
る
効
果
が
認

め
ら
れ
て
い
る
︒
現
在
︑
県

で
は﹁
海
岸
防
災
林
の
再
生
﹂

を
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
位
置

付
け
︑
海
岸
防
災
林
の
復
旧

に
力
を
注
い
で
い
る
︒
30
年

春
に
は
︑
南
相
馬
市
原
町
区

雫し
ど
け

地
区
の
海
岸
防
災
林
造
成

地
を
会
場
に
﹁
第
69
回
全
国

植
樹
祭
﹂
が
開
催
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
︒

　

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
︑

福
島
県
ト
協
で
も
︑
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け

て
︑
今
年
度
か
ら
新
た
に
海

岸
防
災
林
の
再
生
を
図
る
た

め
の
植
樹
活
動
に
取
り
組
む
︒

　

震
災
で
は
︑
相
馬
市
に
あ

る
松
川
浦
に
も
巨
大
な
津
波

が
押
し
寄
せ
た
︒
松
川
浦
の

南
側
に
あ
る
磯
部
地
区
で
も

海
岸
防
災
林
が
流
出
す
る
な

ど
の
被
害
を
受
け
た
︒
そ
の

た
め
福
島
県
ト
協
で
は
震
災

か
ら
の
復
興
に
向
け
て
︑
同

地
区
で
植
樹
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
を
決
定
︒
今
年
４
月

４
日
に
は
︑県
︑相
馬
市
︑（
公

社
）
福
島
県
森
林
・
林
業
・

緑
化
協
会
と
の
間
で
﹁
相
馬

地
区
海
岸
防
災
林
の
再
生
に

向
け
た
活
動
に
関
す
る
協
定

書
﹂を
締
結
し
た（
写
真
⑦
）︒

　

同
活
動
で
は
︑
太
平
洋
沿

岸
部
の
０
・
２
㌶
の
土
地
に
︑

29
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
の

３
年
間
で
ク
ロ
マ
ツ
２
０
０
０

本
を
植
え
る
︒
ま
た
︑
植
栽

と
併
せ
て
︑
専
門
業
者
に
よ

る
補
植
や
下
刈
り
な
ど
も
行

っ
て
い
く
︒
当
地
は
沿
岸
部

で
あ
り
風
が
強
い
た
め
︑
苗

木
が
強
風
で
倒
さ
れ
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
に
︑
敷
地
に
は

風
よ
け
の
囲
い
を
取
り
付
け

る
と
い
う
︒

　

ま
た
今
年
10
月
１
日
に

は
︑
福
島
県
ト
協
相
双
支
部

が
中
心
と
な
り
︑
会
員
事
業

者
の
代
表
者
や
社
員
︑
家
族

な
ど
関
係
者
に
よ
る
植
樹
式

（
４
０
０
本
植
樹
予
定
）
を

行
う
予
定
で
あ
る
（
写
真

⑧
）︒
ま
た
︑
来
年
度
以
降

は
植
樹
す
る
苗
の
数
も
増
や

し
（
年
間
各
８
０
０
本
植
樹

予
定
）︑
福
島
県
ト
協
の
多

く
の
関
係
者
に
参
加
し
て
も

ら
う
方
針
だ
︒
併
せ
て
︑
地

域
住
民
と
の
交
流
活
動
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
︒

　

福
島
県
ト
協
で
は
︑﹁
こ

う
し
た
活
動
を
通
じ
て
︑
海

岸
防
災
林
再
生
を
通
し
た
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
︑

さ
ら
に
は
地
球
温
暖
化
防
止

策
を
推
進
す
る
当
協
会
の
取

り
組
み
姿
勢
を
︑
広
く
︑
永

く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
﹂
と
し
て
い
る
︒

　

東
京
電
力
㈱
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
︑

県
内
で
は
除
染
し
た
土
や
放

射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
廃

棄
物
が
大
量
に
発
生
し
て
い

る
︒
県
内
で
発
生
し
た
こ
れ

ら
の
土
や
廃
棄
物
を
︑
最
終

処
分
す
る
ま
で
の
間
︑
安
全

に
集
中
的
に
管
理
・
保
管
す

る
た
め
の
中
間
貯
蔵
施
設

が
︑
県
内
に
設
置
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
︒

　

県
内
で
発
生
し
た
汚
染
土

壌
な
ど
の
発
生
量
は
︑
減
容

化
（
焼
却
）
し
た
後
で
約
１

６
０
０
万
㎥
～
２
２
０
０
万

㎥
に
及
ぶ
と
推
計
さ
れ
て
い

る
︒
こ
れ
は
︑
東
京
ド
ー
ム

の
約
13
倍
～
18
倍
に
も
相
当

す
る
量
で
あ
る
︒
一
方
︑
汚

染
土
壌
な
ど
の
輸
送
に
あ
た

っ
て
は
︑
現
在
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
（
写
真
⑨
）︒
し
か
し
︑

大
量
の
汚
染
土
壌
な
ど
を
全

て
大
型
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク（
最

大
積
載
量
10
㌧
）
で
輸
送
し

た
場
合
︑
図
１
の
よ
う
に
３

６
６
万
台
余
り
の
車
両
が
必

要
と
な
る
︒
汚
染
土
壌
輸
送

の
た
め
に
多
く
の
車
両
が
走

行
す
る
こ
と
で
︑
周
辺
環
境

に
与
え
る
影
響
も
大
き
く
な

っ
て
し
ま
う
︒

　

一
方
で
︑
大
型
平
ボ
デ
ィ

ト
ラ
ッ
ク
（
同
14
㌧
）
や
大

型
ト
レ
ー
ラ
（
同
21
㌧
）
で

輸
送
す
れ
ば
︑
１
台
当
た
り

さ
ら
に
多
く
の
汚
染
土
壌
な

ど
を
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
︑
必
要
と
す
る
車
両

台
数
も
少
な
く
済
む
︒
大
型

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
と
大
型
平

ボ
デ
ィ
ト
ラ
ッ
ク
︑
大
型
ト

レ
ー
ラ
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

を
比
較
し
た
場
合
︑
平
ボ
デ

ィ
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
レ
ー
ラ
の

ほ
う
が
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
よ

り
も
︑
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
１
袋

当
た
り
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
（
図
２
）︒

　

福
島
県
で
は
︑
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
抑
制
を
目
的
と
し

た
取
り
組
み
を
検
討
す
る
た

め
﹁
地
球
に
や
さ
し
い
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
在
り
方
検
討

会
﹂
が
行
わ
れ
て
い
る
︒
福

島
県
ト
協
の
荒
川
孝
一
専
務

理
事
は
︑
同
検
討
会
に
出
席

し
︑
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
輸

送
時
に
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２
の

排
出
量
を
抑
え
る
た
め
の
方

策
に
つ
い
て
︑
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
大
型

平
ボ
デ
ィ
ト
ラ
ッ
ク
や
大
型

ト
レ
ー
ラ
を
中
間
貯
蔵
施
設

へ
の
輸
送
に
活
用
す
る
こ
と

で
︑
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
抑
え

ら
れ
︑
ま
た
輸
送
の
効
率
化

に
も
資
す
る
こ
と
か
ら
︑
福

島
県
ト
協
と
福
島
復
興
支
援

輸
送
協
同
組
合
※
で
は
︑
東

北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局
な

ど
と
も
連
携
し
て
︑
環
境
省

な
ど
に
対
し
活
用
に
向
け
た

提
案
を
行
っ
て
い
る
︒

　

福
島
県
ト
協
で
は
︑
こ
れ

か
ら
も
自
然
豊
か
な
福
島
の

環
境
を
守
る
た
め
に
︑
関
係

各
所
と
連
携
し
な
が
ら
様
々

な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

く
︒

※
福
島
県
ト
協
ダ
ン
プ
部
会
加
入

事
業
者
を
中
心
に
75
事
業
者
で
構

成
︒
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設
資
材

の
ほ
か
︑
汚
染
物
質
等
の
除
染
廃

棄
物
の
輸
送
も
担
う
︒

総延べ台数
3,667,000 台

ダンプトラック（最大積載量 10t）

ダンプトラック（最大積載量 10t）

平ボディトラック（最大積載量 14t）

注）CO2 排出量は各メーカー平成 28年度カタログ値（平均値）より

平ボディトラック（最大積載量 14t）

トレーラ（最大積載量 21t）

トレーラ（最大積載量 21t）

フレコンバッグ14袋

フレコンバッグ9袋フレコンバッグ9袋

○○運送

フレコンバッグ9袋フレコンバッグ9袋

○○運送

福島営○○○○

福島営○○○○

○○運送

○○運送

○○運送

フレコンバッグ14袋フレコンバッグ14袋

○○運送

約 1㎥
およそ1.5t

フレコンバッグ6袋フレコンバッグ6袋

フレコンバッグ6袋フレコンバッグ6袋

総延べ台数
2,444,000 台

総延べ台数
1,571,000 台

1袋当たりCO2 排出量

1袋当たりCO2 排出量

1袋当たりCO2 排出量

⇨600g/km÷6袋＝100g/km

⇨620g/km÷9袋＝69g/km

⇨787g/km÷14袋＝56g/km

※100g/km×2,200 万袋＝2,200t/km

※69g/km×2,200 万袋＝1,515t/km

※56g/km×2,200 万袋＝1,237t/km

図１　大型ダンプトラックと大型平ボディトラック、大型トレーラでの輸送効率比較

図２　大型ダンプトラックと大型平ボディトラック、大型トレーラでのCO2 排出量比較

相
馬
地
区
海
岸
防
災
林
の
再
生
に
向
け
た
植
樹
活
動

津
波
被
害
軽
減
が
期
待
さ
れ
る
海
岸
防
災
林

今
年
か
ら
３
年
間
で
２
０
０
０
本
を
植
樹

中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
輸
送
に
お
け
る

Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ
の
動
き

環
境
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
土
壌
の
大
量
輸
送

ト
レ
ー
ラ
活
用
が
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
抑
制
の
決
め
手
に

事
業
者
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
内
容
を

幅
広
い
視
点
か
ら
審
査

（
公
財
）
交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
（
岩
村

敬
会
長
）
で
は
︑
７
月
14
日

ま
で
﹁
平
成
29
年
度
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
﹂

参
加
事
業
者
を
募
集
し
て
い

る
︒

　

今
年
度
は
昨
年
度
に
引
き

続
き
︑﹁
事
業
部
門
﹂（
自
社

の
車
両
を
保
有
（
リ
ー
ス
を

含
む
）す
る
ト
ラ
ッ
ク
︑バ
ス
︑

タ
ク
シ
ー
な
ど
の
運
輸
事
業

者
）︑﹁
一
般
部
門
﹂（
移
動

な
ど
の
業
務
上
で
車
両
を
使

用
し
て
い
る
事
業
者
）︑
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
に
関
す
る
独
自
の

取
り
組
み
を
し
て
い
る
様
々

な
主
体
を
対
象
と
す
る
﹁
ユ

ニ
ー
ク
部
門
﹂
の
３
部
門
で

実
施
︒
最
も
優
れ
た
取
り
組

み
に
対
し
て
︑
事
業
部
門
で

は
国
土
交
通
大
臣
賞
︑
一
般

部
門
で
は
環
境
大
臣
賞
が
授

与
さ
れ
る
︒

　

コ
ン
ク
ー
ル
参
加
の
メ
リ

ッ
ト
は
表
１
の
通
り
︒
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
で
︑二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）

排
出
量
の
削
減
だ
け
で
な

く
︑
燃
費
削
減
や
交
通
事
故

防
止
に
も
大
き
な
成
果
が
出

て
い
る
こ
と
か
ら
︑
同
財
団

で
は
積
極
的
な
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
る
︒

　

審
査
の
基
準
は
表
２
の
通

り
で
︑
燃
費
の
改
善
状
況
だ

け
を
審
査
す
る
の
で
は
な
く
︑

事
業
者
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活

動
の
取
り
組
み
内
容
を
幅
広

い
観
点
か
ら
審
査
す
る
︒

　

コ
ン
ク
ー
ル
の
流
れ
は
︑

①
公
式
サ
イ
ト
か
ら
該
当
部

門
へ
参
加
登
録
↓
②
１
次
審

査
応
募
（
Ｗ
ｅ
ｂ
も
し
く
は

郵
送
で
応
募
）
↓
③
１
次
審

査
を
通
過
し
た
応
募
事
業
者

に
対
し
て
︑
事
務
局
か
ら
通

知
が
届
く
↓
④
２
次
審
査
の

た
め
の
書
類
を
郵
送
で
提

出
︒
こ
れ
ら
の
審
査
に
よ
り

優
秀
な
事
業
者
が
選
定
さ

れ
︑
表
彰
さ
れ
る
︒
表
彰
式

は
11
月
29
日
開
催
予
定
の

﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
﹂
会
場
で
行
わ
れ
る
︒

　

な
お
︑
同
コ
ン
ク
ー
ル
の

詳
細
は
同
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

1. 取組体制の整備 どのような社内体制（方針、目標、管理体制など）で活動を行っているか。

2. 教育の実施 従業員にどのようなエコドライブの教育・指導を行っているか。

3. 燃費管理 どのような仕組みで燃費データを収集・管理しているか。

4. 活動成果と評価
どの程度の燃費向上を達成しているか。
燃費以外の副次的効果とエコドライブ活動に対する評価をどのように行
っているか。

5. 継続実績と方策 エコドライブ活動を継続するため、どのような取り組みを実践しているか。
※ ユニーク部門は上記審査基準によらず、エコドライブに関する特徴的な取り組みを評価します。

社内の意識向上・活性化に繋が
ります

コンクールへの参加・受賞という具体的な目標を設定し、
組織で取り組むことが社員の意識向上に繋がります。

エコドライブ推進の支援ツールが
手に入ります

コンクールに参加することで、エコドライブポスターやチラシ、
テキスト（一部有料）、燃費管理ツールや参加証など、活
動を始める・盛り上げるための各種ツールが手に入ります。

自社の活動レベルを客観的に評
価できます

自社の取り組みが、多くの応募者の中でどのレベルに位置
しているのか、客観的な評価を受けることができます。

参考となる他社の優秀な取り組み
事例が手に入ります

審査の結果に関する情報や、優れた事業者の取り組みを
知ることが、次のステップに進むための参考になります。

   表１   コンクール参加のメリット

   表２   審査の基準

平
成
29
年
度「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」参
加
者
募
集
開
始

エ
コ
モ
財
団

写真⑦協定書を締結した渡邉福島県ト協会長（右）と渡邉裕樹県森林・林業・緑化協会常務理事

写真⑨汚染土壌などの輸送の際には、ダンプトラックが使用されることが多い（イメージ） 写真⑧海岸防災林植樹予定地（相馬市）。今年10月からクロマツの植樹が行われる
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将来の業界を担う人材を育てるために 
　

最
近
︑
新
卒
者
の
採
用
に

取
り
組
む
運
送
会
社
が
増
え

て
き
た
︒

　

現
在
︑
弊
社
が
関
与
し
て

い
る
運
送
会
社
の
中
に
も
︑

従
来
は
新
卒
採
用
に
全
く
無

関
心
だ
っ
た
会
社
が
昨
年
度

初
め
て
高
等
学
校
新
卒
採
用

活
動
に
取
り
組
み
︑
本
年
４

月
に
新
卒
者
が
入
社
し
た
事

例
が
複
数
あ
る
︒
ま
た
来
年

度
の
採
用
を
目
指
し
て
︑
今

年
の
夏
か
ら
高
校
新
卒
者
の

採
用
活
動
を
始
め
る
予
定
の

会
社
も
あ
る
︒
そ
の
経
営
者

は
﹁
今
ま
で
新
卒
採
用
な
ど

考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
が
︑

人
手
不
足
で
わ
が
社
も
お
尻

に
火
が
つ
い
て
き
ま
し
た
﹂

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
将
来
的
に
活
気

あ
る
︑
魅
力
の
高
い
業
界
に
し
て
い
く
た

め
に
は
︑
若
く
て
有
望
な
高
校
新
卒
者
を

雇
い
入
れ
︑
社
内
教
育
等
を
効
果
的
に
実

施
し
て
い
く
こ
と
で
︑
業
界
を
背
負
っ
て

い
く
人
材
と
し
て
成
長
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
る
︒
今
年
３
月
12
日
か
ら
は
﹁
準
中

型
免
許
﹂
が
ス
タ
ー
ト
し
︑
18
歳
で
基
礎

的
免
許
と
し
て
同
免
許
を
取
得
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
︑
若
年
者
が

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
従
事
し
や
す
い

環
境
が
整
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

　

そ
こ
で
本
企
画
で
は
︑
将
来
の
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
を
背
負
っ
て
立
つ
高
校
新
卒

者
に
つ
い
て
︑
採
用
・
社
内
教
育
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
探
っ
て
い
く
︒

　

今
回
は
︑
今
年
度
の
高
校
新
卒
者
採
用

活
動
を
目
前
に
控
え
︑
新
卒
者
採
用
に
向

け
運
送
事
業
者
が
取
り
組
む
べ
き
事
柄
な

ど
に
つ
い
て
︑
㈱
コ
ヤ
マ
経
営
代
表
取
締

役
の
小
山
雅
敬
氏
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
い

た
︒

と
言
う
︒

　

運
送
会
社
の
人
材
確
保
対

策
に
は
︑
あ
る
程
度
の
時
間

を
か
け
て
中
期
的
に
整
備
す

べ
き
事
柄
と
︑
短
期
的
に
す

ぐ
実
行
に
移
す
べ
き
事
柄
が

あ
る
︒
社
内
ル
ー
ル
の
策
定

や
規
程
化
︑
人
事
賃
金
制
度

・
福
利
厚
生
制
度
の
見
直

し
︑
労
働
時
間
の
削
減
︑
職

場
環
境
の
改
善
な
ど
は
中
期

　

高
校
新
卒
者
の
採
用
活
動

は
申
込
日
︑
受
付
日
︑
内
定

日
な
ど
の
日
程
が
厳
格
に
決

め
ら
れ
て
お
り
︑
選
考
方
法

も
公
正
さ
が
第
一
に
求
め
ら

れ
る
︒
こ
の
点
は
中
途
採
用

の
場
合
と
か
な
り
異
な
る
の

的
に
計
画
を
立
て
て
取
り
組

む
べ
き
事
柄
で
あ
る
︒

　

本
稿
で
は
︑
目
前
の
高
校

新
卒
者
採
用
活
動
に
役
立
つ

よ
う
︑
直
前
対
策
と
し
て
６

～
９
月
に
か
け
て
短
期
的
に

す
ぐ
取
り
組
む
べ
き
事
柄
を

中
心
に
解
説
す
る
︒
ま
ず
︑

高
校
新
卒
者
採
用
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
留
意
点
か
ら
確
認

し
て
お
き
た
い
︒

で
注
意
が
必
要
で
あ
る
︒
採

用
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

留
意
点
は
表
１
に
示
し
た
通

り
で
あ
る
︒

　

採
用
の
流
れ
を
み
る
と
分

か
る
通
り
︑
高
校
新
卒
者
の

採
用
活
動
は
全
て
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
学
校
を
通
じ
て
行

う
︒
ま
た
︑
応
募
書
類
な
ど

応
募
者
に
関
す
る
情
報
は
︑

中
途
採
用
者
の
募
集
に
比
べ

る
と
︑
か
な
り
限
定
さ
れ
て

い
る
︒
応
募
者
本
人
と
接
す

る
機
会
も
限
ら
れ
て
い
る
︒

短
期
間
で
い
か
に
効
果
的
に

会
社
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
︑

ま
た
︑
本
人
の
性
格
や
資
質

を
短
時
間
で
い
か
に
見
極
め

る
か
が
重
要
で
あ
る
︒

　

会
社
ア
ピ
ー
ル
の
手
法
で

は
︑﹁
求
人
用
会
社
案
内
﹂
や

﹁
求
人
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹂

　

次
に
﹁
求
人
申
込
書
﹂
の

書
き
方
に
つ
い
て
解
説
す
る
︒

　

会
社
が
提
出
す
る
求
人
申

込
書
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る

求
人
票
は
︑
新
卒
応
募
者
が

最
初
に
見
る
書
類
で
あ
る
︒

こ
こ
で
会
社
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
で

あ
る
︒
中
途
採
用
者
向
け
の

内
容
と
は
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

ト
に
少
し
違
い
が
あ
る
の
で
︑

そ
こ
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と

が
大
事
で
あ
る
︒

　

高
校
新
卒
者
で
は
労
働
時

間
や
休
日
︑
休
暇
な
ど
の
労

③
﹁
賃
金
形
態
等
﹂﹁
毎
月

の
賃
金
﹂
欄

　

賃
金
の
欄
で
は
︑特
に
﹁
基

本
給
﹂
欄
と
﹁
定
期
的
に
支

払
わ
れ
る
賃
金
﹂
欄
の
記
載

方
法
が
重
要
で
あ
る
︒

　

新
卒
者
は
中
途
採
用
者
に

比
べ
る
と
︑
賃
金
水
準
へ
の

こ
だ
わ
り
は
少
な
い
︒
た
だ

し
︑
内
容
を
厳
格
に
見
て
い

る
︒歩
合
給
主
体
で
流
動
的
︑

も
し
く
は
曖
昧
な
賃
金
体
系

の
場
合
は
︑
応
募
が
期
待
で

き
な
い
の
で
︑
賃
金
体
系
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
︒

　

経
験
者
の
場
合
は
︑
賃
金

の
構
成
よ
り
総
支
給
額
の
水

準
を
重
視
し
て
判
断
す
る

が
︑
新
卒
者
の
場
合
は
就
職

へ
の
不
安
が
あ
る
た
め
︑
安

定
的
な
賃
金
体
系
を
望
む
傾

向
が
あ
る
︒

④
﹁
補
足
事
項
﹂﹁
求
人
条

件
に
か
か
る
特
記
事
項
﹂欄

　
﹁
仕
事
の
内
容
﹂
欄
と
と

も
に
︑
関
心
を
も
っ
て
見
ら

れ
る
欄
で
あ
る
︒

　

記
載
す
べ
き
事
項
は
︑
福

利
厚
生
（
健
康
支
援
︑
住
宅

支
援
等
）︑
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

支
援
の
内
容
（
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
）︑
メ
ン
タ
ー
制
度
（
新

人
サ
ポ
ー
ト
体
制
）︑な
ど
︑

新
卒
者
が
知
り
た
い
と
思
う

情
報
で
あ
る
︒

　

な
お
︑
賃
金
体
系
に
固
定

残
業
制
を
導
入
し
て
い
る
場

合
は
︑
特
記
事
項
欄
に
﹁
時

間
外
労
働
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
支
給
﹂﹁
○
時
間
分
の
固

定
残
業
に
あ
た
る
﹂﹁
超
過

分
は
別
途
支
給
す
る
﹂
等
を

記
載
す
る
必
要
が
あ
る
︒

の
作
成
が
重
要
で
あ
る
︒
そ

の
際
︑﹁
経
営
理
念
﹂
を
必

ず
明
示
し
︑﹁
職
場
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
さ
﹂
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
︑﹁
人
事
制
度

・
教
育
体
系
・
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
﹂
を
分
か
り
や
す
く
盛

り
込
む
こ
と
が
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
（
表
２
）︒

　

ま
た
︑
応
募
者
見
極
め
の

観
点
で
は
︑
事
前
に
﹁
会
社

が
求
め
る
人
材
像
﹂
を
明
確

に
し
︑﹁
面
接
時
の
質
問
事

項
﹂
を
よ
く
吟
味
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
︒

働
条
件
が
会
社
選
択
を
左
右

す
る
重
要
項
目
に
な
る
︒
最

近
の
若
年
者
は
共
通
し
て
︑

﹁
仕
事
一
辺
倒
で
は
な
く
︑

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
も
大

事
に
し
た
い
﹂
と
考
え
て
お

り
︑
そ
こ
を
考
慮
し
た
労
働

条
件
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
︒

　

そ
の
他
の
項
目
で
︑
押
さ

え
て
お
き
た
い
主
な
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
列
記
す
る
︒

①
﹁
仕
事
の
内
容
﹂
欄

　

生
徒
の
関
心
が
最
も
高
い

重
要
箇
所
で
あ
る
︒
文
字
数

を
全
て
使
っ
て
︑
平
易
で
分

か
り
や
す
い
文
章
に
ま
と
め

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
︒

た
だ
し
︑
業
界
用
語
を
使
っ

て
記
載
し
て
は
な
ら
な
い
︒

仕
事
内
容
と
仕
事
の
や
り
が

い
を
丁
寧
に
伝
え
︑
仕
事
の

安
全
性
や
職
場
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
書
く
と
良
い
︒
初
心

者
で
も
安
心
し
て
働
け
る
こ

と
が
分
か
る
と
︑
就
職
に
際

し
て
新
卒
者
が
抱
く
不
安
を

解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

②
﹁
作
業
遂
行
上
特
に
必
要

な
知
識
ま
た
は
技
能
﹂
欄

　
﹁
普
通
自
動
車
免
許
も
し

く
は
準
中
型
免
許
﹂と
書
き

た
い
箇
所
だ
が
︑こ
こ
は
﹁
準

中
型
免
許
（
在
学
中
・
入
社

後
取
得
可
︑
各
種
免
許
取
得

支
援
制
度
有
り
）﹂
と
記
載

し
た
ほ
う
が
良
い
︒

　

準
中
型
↓
中
型
↓
大
型
へ

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
や
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
な
ど
仕
事
に
必
要

な
免
許
に
つ
い
て
は
︑
会
社

が
支
援
す
る
姿
勢
が
求
め
ら

れ
る
︒
新
卒
者
に
と
っ
て
免

許
取
得
費
用
は
大
き
な
負
担

で
あ
る
︒
自
動
車
免
許
の
改

正
に
よ
り
︑
新
し
い
免
許
に

興
味
が
向
い
て
い
る
時
期
に
︑

新
免
許
が
活
か
せ
る
仕
事
と

免
許
取
得
支
援
制
度
の
同
時

提
案
は
き
わ
め
て
有
効
で
あ

る
︒
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
実
施
す
る
﹁
準
中
型
免
許

取
得
助
成
金
﹂
な
ど
を
フ
ル

活
用
し
︑
在
学
中
の
取
得
に

つ
い
て
も
入
社
後
に
会
社
負

担
で
免
許
取
得
支
援
で
き
る

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
︑
新

卒
者
の
応
募
拡
大
を
図
る
べ

き
で
あ
る
︒

　

前
述
し
た
通
り
︑
高
校
新

卒
者
の
採
用
に
お
い
て
は
︑

全
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
高
校

を
通
じ
た
活
動
に
な
る
た

め
︑
両
者
と
の
情
報
交
流
が

重
要
で
あ
る
︒

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
高
校
と
の
接
し
方

小山雅敬氏

⬆

高
校
新
卒
者
採
用
・
社
内
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
探
る

第
４
回

《
高
校
新
卒
者
採
用
の
ポ
イ
ン
ト
》

６
～
９
月
に
か
け
て
運
送
会
社
が
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
中
心
に

㈱
コ
ヤ
マ
経
営 

代
表
取
締
役　

小
山 

雅
敬

将来の業界を担う人材を育てるために 

寄
稿

① 6 月 1 日以降、事業所を管轄するハローワークに行き、高校
新卒用の所定「求人申込書」に記入して提出する（従来は 6
月20 日以降の受理であったが、29 年度は少し早まった。ハロ
ーワークインターネットサービス上から仮登録した後、ハローワー
クで手続きする方法もある）。

➡
② 7 月1 日以降、ハローワークから確認印を押した求人票が返戻

される（ハローワークの確認印がないものは高校に提出できな
い）。求人票を希望する近隣の高校に提出する。提出は郵送
でもよいが、可能な限り高校を訪問して、挨拶、説明の上、
手渡しすべきである（事前に訪問日時を連絡する）。

➡
③ 7 月下旬以降、夏休み期間中に職場見学の受け入れを行う（ハ

ローワークに予定表提出）。応募希望者に対して職場見学や
会社説明会を行い、雇用のミスマッチが起こらないようにする。
求人票で伝えきれない会社や仕事の魅力を直接説明できる大
事な機会である。

➡
④ 9 月5 日以降、応募する生徒がいる高校から応募書類（全国

高等学校統一応募用紙）が送付される。応募書類が来たら、
選考日程を高校および応募者に連絡する。ただし、応募者に
対して規定の応募書類以外の書類を一切求めてはならない。

➡
⑤ 9 月16日以降に採用選考を実施する。人材確保の観点から、

開始当日もしくは数日以内に、速やかに採用試験を実施するこ
とが望ましい。

➡
⑥試験後 7 日以内に採否の連絡を行う。結果は学校を通じて応

募者に文書で通知する。不採用の場合は、その理由とともに
応募書類を学校に返却する。

➡
⑦卒業式後に雇用開始可。入社前に「就職承諾書」以外の書

類を求めてはならない。また簡単な研修といえども、入社前に
実施することはできない。研修や教育は入社後に行う。

表１　高校新卒採用スケジュール

▶「求人用会社案内」や
「求人用ホームページ」を作成

・「経営理念」を明示

・「職場のコミュニケーションの良さ」
をアピール

・「人事制度・教育体系・キャリア
プラン」を分かりやすく盛り込む

表２　会社アピールのポイント

高
校
新
卒
者
採
用
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
留
意
点

高
校
新
卒
者
向
け

「
求
人
申
込
書
」
の
書
き
方
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食
　
文
　
化

108「
魚
食
文
化
の
道
⑥
」 

会
津
の「
に
し
ん
の
山
椒
漬
け
」

　

福
島
県
は
浜
通
り
︑
中
通

り
︑
会
津
に
分
か
れ
︑
浜
通

り
と
中
通
り
の
二
地
域
は
太

平
洋
側
と
縁
が
深
い
が
︑
会

津
は
古
く
か
ら
阿
賀
野
川
の

舟
運
で
新
潟
と
結
ば
れ
て
い

た
︒
現
代
は
︑
磐
越
自
動
車

道
が
メ
イ
ン
だ
が
︑
ル
ー
ト

が
ほ
ぼ
阿
賀
野
川
の
流
れ
に

沿
っ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
︒

　

新
潟
か
ら
会
津
に
運
ば
れ

た
の
は
海
産
物
︒
生
も
の
は

運
べ
な
い
か
ら
︑
乾
物
ば
か

り
だ
︒
な
か
で
も
お
い
し
く

て
安
価
な
の
は
﹁
身
欠
き
に

し
ん
﹂︒
三
枚
に
お
ろ
し
た

に
し
ん
を
か
ち
ん
か
ち
ん
に

干
し
上
げ
た
も
の
で
︑
片
身

に
な
っ
て
い
る
か
ら
扱
い
が

楽
だ
し
︑料
理
も
し
や
す
い
︒

　

実
は
︑
広
大
な
会
津
盆
地

で
は
米
づ
く
り
が
盛
ん
で
︑

・
昆
布
だ
し
な
ど
を
煮
立
て

た
漬
け
汁
を
そ
そ
い
で
二
晩

以
上
漬
け
る
︒

　

乾
物
を
戻
し
て
漬
け
込
む

だ
け
の
簡
単
料
理
だ
か
ら
︑

食
感
は
結
構
硬
め
だ
が
︑
火

を
通
さ
な
い
ぶ
ん
だ
け
魚
の

う
ま
味
が
生
き
て
い
て
︑
噛

み
し
め
る
ほ
ど
に
エ
キ
ス
が

に
じ
み
だ
す
︒
ち
ょ
っ
と
渋

味
が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が

と
味
が
ふ
く
ら
む
の
だ
︒

　

元
来
は
家
庭
料
理
だ
が
︑

今
は
市
内
の
飲
食
店
で
も
自

家
製
が
味
わ
え
る
の
が
う
れ

し
い
︒
は
る
か
北
海
道
か
ら

運
ば
れ
て
き
た
身
欠
き
に
し

ん
が
︑
い
つ
の
ま
に
か
山
の

味
覚
と
し
て
根
付
い
て
い
る

の
が
郷
土
料
理
の
楽
し
い
と

こ
ろ
だ
︒（
つ
づ
く
）

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

田
ん
ぼ
が
広
い
の
で
︑
田
植

え
の
と
き
は
動
物
性
た
ん
ぱ

く
質
を
し
っ
か
り
食
べ
な
け

れ
ば
体
が
も
た
な
い
︒
そ
の

た
め
︑
身
欠
き
に
し
ん
で
ス

タ
ミ
ナ
を
補
給
し
た
の
だ
︒

　

田
植
え
の
頃
︑
山
で
は
山

椒
の
緑
が
日
々
濃
く
な
っ
て

く
る
︒
そ
こ
で
︑
身
欠
き
に

し
ん
と
山
椒
の
葉
を
交
互
に

重
ね
︑
醤
油
・
酢
・
み
り
ん

大
人
の
味
︒
そ
し
て
︑
ポ
イ

ン
ト
は
山
椒
の
香
り
︒﹁
木

の
芽
﹂
の
よ
う
な
ち
ん
ま
り

し
た
も
の
で
は
な
く
︑
山
で

育
っ
た
山
椒
の
大
き
な
葉
っ

ぱ
を
漬
け
る
か
ら
︑
香
り
が

に
し
ん
の
ず
っ
と
奥
ま
で
染

み
込
む
︒
に
し
ん
の
歯
応
え

と
山
椒
︑
そ
し
て
醤
油
の
勝

っ
た
酢
味
が
混
じ
り
合
い
︑

生
か
し
合
っ
て
︑
じ
わ
じ
わ

［第28回］

法令　　  クイズ
マル　 バツ

〜歩行者等の保護編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ×（交通の教則第5章第3節7 自転車の保護
（2））追越しなどのため自転車のそばを通ると

きは、自転車のふらつきなどを予想し、自転車
との間に安全な間隔を空けるか、徐行しなけれ
ばならない。
❷ ○（法第71条第2号の2）高齢の歩行者など
が通行しているときは、一時停止又は徐行して、
その通行を妨げないようにする必要があるが、
この場合の「通行」とは横断だけに限らず、道
路の右側や左側を通行しているときなども含ま
れる。 
❸ ○（交通の教則第5章第3節7 自転車の保護

（3））道路に面した場所に出入りするため歩道
や路側帯や自転車道を横切る場合には、その直

前で一時停止をし、自転車がいないかを確かめ
るようにする。
❹ ×（法第71条第1号）「ぬかるみ又は水たまり
を通行するときは、泥よけ器を付けるか徐行す
るなどして汚水等を飛散させて他人に迷惑を及
ぼすことがないようにすること」と定められてい
るが、「徐行」は例示であり、徐行すれば足りる
という意味ではない。汚水等を飛散させて他人
に迷惑を及ぼせば違反となる。
❺ ×（法第31条）車両は、乗客の乗降のため停
車中の路面電車に追いついたとき、乗降する者
の安全を図るため設けられた安全地帯があると
きは徐行して路面電車の左側を通過することが
できる。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
235
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①工事のために車線規制をしている道路は少なくあり
ません。工事現場の手前には、それを示す標識や看板
などが設置されていますから、運行中は標識等にも
十分に目を配り、早めに前方の道路状況を把握する
必要があります。特に車高の高いトラックの後方を走
行している時は、前方の死角が大きくなり道路状況の
把握が遅れがちになりますから、標識等による情報収
集は安全運行を確保する上で、きわめて重要な行為
だといえます。
②トラックなどの大型車の後方を十分な車間距離をと
らずに追従していると、障害物のために前方の大型車
が急に停止したり、車線変更をした時に対応できず追
突したり、障害物に衝突する危険が高まります。道路
工事の場合は、標識等をチェックすることで事前に把
握することが可能ですが、故障停止車両などの場合
は事前の把握が難しく、大型車の後方を追従している
と発見が遅れます。そのため大型車が車線変更した
後で気付いても、すでに手遅れという事態にもなりか
ねません。したがって、前方の見通しが悪い時には、い
つもより長い車間距離をとって、前車の急な停止や車
線変更にも余裕をもって対応できるようにしておく必
要があります。
③車線が減少する地点直前での急な車線変更は、後続

①前車が車線変更をするために減速すると、追突する
危険があります（図１）。
②前車が工事現場の直前で車線変更をすると、発見が
遅れて工事現場に突入し、作業員や工事機材、工事
車両等に衝突する危険があります（図２）。
③後続車の有無を確認せずに急な車線変更をすると、
後続車と衝突する危険があります（図３）。

　あなたは片側２車線の道路を走行して
います。前方が工事中であることを示す標
識や看板が設置されています。この場面に
はどのような危険がありますか。また、危
険を避けるためにはどのような運転をす
ればよいでしょうか。考えてみましょう。

車と衝突する危険があるだけでなく、急ハンド
ルを招いて走行が不安定になったり、場合によ
っては横転する危険もあります。標識等で前方
の車線減少を把握した時は、後続車の有無を
確認して早めに車線を変更しておきましょう。

図１

図２

図３

　

こ
の
場
合
の
ポ
イ
ン
ト

は
︑
経
営
者
が
自
ら
積
極
的

に
動
く
こ
と
で
あ
る
︒
採
用

の
成
否
は
︑
経
営
者
の
熱
意

で
９
割
は
決
ま
る
︒
担
当
者

任
せ
で
経
営
者
の
顔
が
見
え

な
い
会
社
は
成
功
し
な
い
︒

新
卒
者
採
用
に
成
功
し
て
い

る
会
社
は
︑
大
抵
︑
経
営
者

が
採
用
責
任
者
を
兼
ね
て
い

る
︒

　

な
お
︑
会
社
説
明
の
際
︑

分
か
り
や
す
く
会
社
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て

重
要
で
あ
る
︒
学
校
に
説
明

す
る
際
︑
キ
ー
ワ
ー
ド
は
第

一
に
﹁
安
全
﹂﹁
安
心
﹂︑
次

に
﹁
教
育
﹂﹁
育
成
﹂
そ
し
て

﹁
会
社
の
将
来
性
﹂
で
あ
る

（
表
３
）︒
そ
の
た
め
︑
こ
れ

ら
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
準

備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
︒

　
﹁
高
校
新
卒
者
を
採
用
し

た
い
﹂
と
考
え
る
会
社
は
︑

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を

有
効
活
用
す
べ
き
で
あ
る
︒

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
正
規

の
学
校
教
育
活
動
で
あ
り
︑

学
校
は
受
入
事
業
者
を
求
め

て
い
る
︒
積
極
的
に
協
力
し

て
い
る
会
社
は
︑
高
校
か
ら

の
信
頼
が
高
ま
る
︒
求
人
募

集
に
対
す
る
推
薦
な
ど
も
期

待
で
き
る
よ
う
に
な
る
︒

　

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
︑
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受

入
事
業
者
を
都
道
府
県
別
に

閲
覧
で
き
る
専
用
サ
イ
ト
が

あ
る
（
上
図
）︒
今
後
︑
新

卒
者
の
採
用
に
取
り
組
む
会

社
は
率
先
し
て
手
を
挙
げ
る

べ
き
だ
ろ
う
︒

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
有
効
性

①「仕事の内容」欄：生徒が最も重要視する項目であり、
文字数を全て使って平易で分かりやすい文章にまとめる
ことがポイント。仕事内容と仕事のやりがいを丁寧に伝
え、仕事の安全性や職場のサポート体制を書くとよい。

②「作業遂行上特に必要な知識または技能」欄：免許取得
への支援を行っていることをアピールすることで、新卒
者の応募拡大を図ったほうがよい。

③「賃金形態等」「毎月の賃金」欄：新卒者の場合は就職
への不安があるため、安定的な賃金体系を望む傾向があ
る。歩合給主体で流動的、もしくは曖昧な賃金体系の場
合は、新卒者採用を機に賃金体系を見直す必要がある。

④「補足事項」「求人条件にかかる特記事項」欄：「仕事の
内容」欄とともに、関心をもって見られる欄。福利厚生、
キャリアアップ支援の内容、メンター制度（新人サポート
体制）など新卒者が知りたいと思う情報を記入する。

⬅

高校新卒者向け求人申込書作成のポイント

上記 5 点を説明できるように
準備する必要がある

・「安全」

・「安心」

・「教育」

・「育成」

・「会社の将来性」

表３　学校への会社説明の
際のキーワード

 

④

 

① ②

 

③

　全ト協ホームページでは、「人材の確保・育成」の
ページで様々な役立つ情報を提供しています。
　㈱コヤマ経営代表取締役の小山雅敬氏による「ト
ラック運送事業者のための人材確保セミナー」動画配
信も行っております（会員専用）。人材確保・定着の
ためにぜひお役立てください。

　全日本トラック協会では、ホームページで、イン
ターンシップを受け入れる事業者を紹介する「イン
ターンシップ専用サイト」を公開しています。
　当サイトを通じて高等学校以上の教育機関より、3
日間以上のインターンシップを受け入れた中小事業
者には助成制度を用意しています。詳しくは、同サイ
トをご覧ください。

ホームページにて
「人材の確保・育成」情報を掲載

インターンシップ専用サイトを公開中！

クリック！

クリック！

クリック！
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トラック協会助成金対象機器
助成金詳細は、各県トラック協会HPをご確認ください

▼
記
憶
の
中

で
生
き
続
け

る
人
達
が
夢

の
中
で
よ
み
が

え
り
ま
す
︒
そ

れ
は
︑
幼
稚
園
時
代
の
保
母
さ
ん
だ
っ
た

り
︑
中
学
時
代
の
書
道
塾
の
先
生
だ
っ
た

り
︑
高
校
時
代
の
理
髪
店
の
店
主
だ
っ
た

り
︑
大
学
時
代
の
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
コ
ッ

ク
さ
ん
だ
っ
た
り
と
様
々
で
す
︒
▼
和
深

先
生
と
い
う
保
母
さ
ん
は
︑
い
つ
も
多
く

の
園
児
に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
︒
今
で
い

う
ハ
ー
フ
の
よ
う
な
彫
り
の
深
い
顔
立
ち

で
︑
慈
悲
に
溢
れ
︑
誰
彼
と
な
く
我
が
子

の
よ
う
に
接
し
て
い
ま
し
た
︒
書
道
塾
の

中
村
先
生
は
毛
筆
と
同
様
に
︑
太
く
漆
黒

の
眉
毛
で
︑
明
治
維
新
に
登
場
し
た
偉
人

の
よ
う
に
︑
堂
々
と
し
た
体
軀
で
し
た
︒

生
徒
が
清
書
し
た
半
紙
に
赤
の
墨
汁
で
添

削
す
る
の
で
す
が
︑
そ
の
書
体
が
見
事
の

一
言
︑
圧
巻
で
し
た
︒
理
髪
店
の
井
戸
店

主
は
︑
柔
和
で
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
顔
︒
ハ
サ

ミ
の
動
き
は
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
会
話
力
に
優

れ
て
い
ま
し
た
︒
こ
れ
が
天
職
と
ば
か
り

に
お
客
様
を
満
面
の
笑
み
で
出
迎
え
︑
幅

広
い
話
題
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
︒
ア
ル

バ
イ
ト
先
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
コ
ッ
ク
さ
ん
は

風
変
わ
り
な
黒
柳
さ
ん
︒
同
姓
の
著
名
人

と
異
な
り
寡
黙
で
す
が
︑
短
時
間
で
魔
法

の
よ
う
に
調
理
す
る
様
は
︑
異
次
元
か
ら

来
た
人
の
よ
う
で
し
た
︒
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

が
終
わ
る
と
︑
私
に
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
を

選
ば
せ
食
べ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
︒
▼
私

が
係
わ
っ
た
そ
れ
ら
の
人
達
は
︑
そ
の
後

に
ど
ん
な
人
生
を
歩
ん
だ
の
で
し
ょ
う

か
︒
と
て
も
気
に
な
り
︑
そ
れ
と
な
く
行

方
を
探
し
ま
し
た
︒
少
子
化
の
影
響
な
の

で
し
ょ
う
か
︑
幼
稚
園
と
書
道
塾
は
既
に

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
︒
理
髪
店
は
健
在

で
し
た
が
︑
店
主
は
子
息
に
代
替
わ
り
し

て
い
ま
し
た
︒
子
息
は
父
親
と
は
対
局

で
︑
ハ
サ
ミ
の
動
き
は
軽
快
で
し
た
が
︑

ほ
と
ん
ど
会
話
ら
し
い
会
話
も
な
く
ガ
ッ

カ
リ
し
ま
し
た
︒
こ
れ
は
世
の
常
で
︑
仕

方
の
な
い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
︒
▼
時
間

は
か
か
り
ま
し
た
が
︑
唯
一
コ
ッ
ク
さ
ん
の

所
在
が
確
認
で
き
ま
し
た
︒
何
と
小
さ
な

﹁
一
膳
飯
屋
﹂
を
開
い
て
い
ま
し
た
︒
都

内
葛
飾
区
の
京
成
線
﹁
お
花
茶
屋
駅
﹂
か

ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
年
輪
を
重
ね
た
主
人

を
見
つ
け
ま
し
た
︒
い
ぶ
し
銀
の
よ
う
な

主
人
は
相
変
わ
ら
ず
寡
黙
で
し
た
が
︑
料

理
は
美
味
で
し
た
︒
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら

ポ
ー
ク
ジ
ン
ジ
ャ
ー
を
注
文
し
ま
し
た
︒

味
は
ほ
ぼ
昔
と
同
じ
で
舌
鼓
を
打
ち
ま
し

た
︒
自
分
の
こ
と
は
あ
え
て
告
げ
ま
せ
ん

で
し
た
が
︑
ガ
ン
モ
ド
キ
の
よ
う
に
店
主

の
味
が
心
に
染
み
入
る
夜
で
し
た
︒
グ
ル

ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
全
盛
時
の
ヒ
ッ
ト
曲
の

数
々
が
店
内
に
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
流
さ
れ
︑

当
時
の
情
景
が
よ
み
が
え
っ
た
か
の
よ
う

で
し
た
︒
▼
都
内
新
宿
区
に
往
時
を
し
の

ぶ
か
の
よ
う
に
﹁
歌
声
喫
茶
﹂
が
密
か
な

ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
い
ま
す
︒
友
人
と
物
見

遊
山
で
覗
い
て
見
ま
し
た
︒
年
齢
層
は
高

く
︑
平
均
60
代
前
半
と
い
う
と
こ
ろ
で
し

ょ
う
か
︒
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
の
全

盛
時
は
︑新
宿
の
﹁
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
﹂
や
﹁
灯

（
と
も
し
び
）﹂
な
ど
を
先
達
に
︑
全
国

で
１
０
０
店
余
り
の
歌
声
喫
茶
が
誕
生
し

た
と
い
い
ま
す
︒
▼
店
内
で
は
︑
リ
ー
ダ

ー
と
い
わ
れ
る
歌
の
上
手
な
男
性
の
合
図

の
も
と
︑
参
加
者
が
１
つ
の
輪
に
な
っ
て
ロ

シ
ア
民
謡
や
童
謡
な
ど
を
合
唱
し
ま
す
︒

常
連
客
の
フ
ォ
ロ
ー
も
あ
っ
て
︑
い
つ
し
か

店
内
は
大
き
な
連
帯
感
に
包
ま
れ
特
殊
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
︒
▼
初

参
加
の
私
も
︑
一
瞬
で
そ
の
輪
に
溶
け
込

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
︒
大
声
を
出
し
て
歌

う
の
は
気
持
ち
の
良
い
も
の
で
す
︒
そ
の

夜
た
ま
た
ま
一
緒
に
な
っ
た
︑
知
ら
な
い

者
同
士
の
心
が
通
じ
合
っ
た
貴
重
な
体
験

で
し
た
︒
▼
一
期
一
会
︑
様
々
な
場
所
に

得
難
い
人
達
が
い
て
︑
そ
の
誰
も
が
は
つ

ら
つ
と
し
て
人
生
を
謳
歌
し
て
い
る
こ
と

を
感
じ
た
一
夜
で
し
た
！ 

（
山
崎
薫
）

2017・6・5

こ
ち
ら
広
報
室
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実　施　要　綱
1 目 的
　事業用トラックドライバーに求められる高度な
運転技能と、関係法令及び車両構造等に係る専門
的な知識を競い、他の模範となることで、社会的
責務を担うトラックドライバーとしての自覚と誇
りを持たせ、業界を挙げた安全意識の高揚と交通
事故防止活動の推進に資する。

2 主 催
　公益社団法人全日本トラック協会

3 後 援 （予定）
　内閣府、国土交通省、警察庁、自動車安全運転
センター、一般財団法人全日本交通安全協会、一
般社団法人日本自動車整備振興会連合会

4 協 賛 （予定）
　株式会社ブリヂストン、損害保険ジャパン日本
興亜株式会社

5 協 力 （予定）
　日野自動車株式会社、いすゞ自動車株式会社、
三菱ふそうトラック・バス株式会社、日本フル
ハーフ株式会社、日産自動車株式会社、トヨタ自
動車株式会社、UDトラックス株式会社（ABC順）

6 日 程 及 び 会 場
⑴ 平成29年10月21日（土）

… 実科競技1日目、学科競技
⑵ 平成29年10月22日（日） … 実科競技2日目
　自動車安全運転センター安全運転中央研修所
　（茨城県ひたちなか市） … ⑴、⑵共

⑶平成29年10月23日（月） … 表彰式
　第一ホテル東京（東京都港区）

7 競 技 部 門
　4トン部門、11トン部門、トレーラ部門、女性
部門の４部門とする。
　競技に使用する車両は当日示すが、競技車両の
車両クラスは、出場部門により以下の通りとす
る。
⑴ 4トン部門 … 最大積載量4トン車を使用
⑵11トン部門 … 最大積載量11トン車を使用
⑶トレーラ部門 … トラクタ・トレーラを使用
⑷ 女性部門 … 最大積載量2トン車（ロングボ

ディ）、最大積載量4トン車、最大積載量11ト
ン車、トラクタ・トレーラから出場選手が事前
に車両クラスを選択し使用

8 出 場 資 格
⑴ 各都道府県トラック協会長が選抜したトラック

ドライバーとし、年齢、性別（女性部門を除
く）は問わない。なお、各都道府県トラック協
会からの選抜枠は、各部門につき1名とする。

⑵ 各都道府県トラック協会の会員事業所に勤務する
従業員で勤務成績が優秀であり、出場推薦日にお
いて過去3年間人身事故を起こしたことがなく、
かつ、過去1年間無事故、無違反であること。

⑶ 過去に各部門（第33回までの一般部門の各クラ
スを含む）で優勝した者、総務庁長官賞又は内
閣官房長官賞受賞者及び既に各部門を通じて2回
出場している者は出場することができない。但
し、第32回（平成12年度）以前にトレーラ又は
女性部門に出場した回数はこれに含めない。

⑷  重複して他部門に出場することはできない。
⑸ 女性部門を除き、同一事業者からの出場は各都

道府県トラック協会で1名限りとする。
⑹ 無資格者並びに出場推薦日から競技当日までの

間に事故を起こした者及び違反を犯した者の出
場及び入賞は取り消すものとする。

9 表 彰
　⑴ 選手表彰
　　① 内閣総理大臣賞〔全部門を通じて総合得点

第1位〕
　　② 国土交通大臣賞〔中小企業の出場者のう

ち、全部門を通じて総合得点第1位の者〕
　　③警察庁長官賞〔各部門第1位〕
　　④ 全日本トラック協会長賞〔各部門第1位～第

5位〕
　　⑤ 全日本トラック協会長特別賞〔シニア（50

歳以上）の出場者のうち、全部門を通じて
総合得点第1位の者〕

　　⑥海外派遣賞〔各部門第1位〕
　　※ ②、⑤については、別に定めた運用方針に

基づき実施する。
　⑵ 事業所表彰
　　① 国土交通大臣賞〔各部門第1位の受賞者が所

属する事業所〕
　　② 全日本トラック協会長賞〔各部門第1位～第

5位の受賞者が所属する事業所〕
　⑶ 参加賞
　　①出場選手に参加賞を進呈する。

⓾ 競技審査の概要
　⑴ 学科競技
　 　 　安全な交通の方法等に関する必要な知識の

会得状況について試験する。
　　①試験方法：短答式
　　②試験時間：60分
　　③ 試験内容：法規（道路交通法）、構造機能

（車両）、運転常識（プロドライバーとし
ての一般的認識事項等）

　⑵ 実科競技（運転技能・点検）
　 　 　安全・無事故運転を主体として、交通法規

の遵守、基本操作技術、日常点検動作につい
て審査する。

　　①審査方法：実科競技採点表に基づき行う
　　②競技時間：実施要領に明示する
　　③審査内容：審査の主眼は以下のとおり
　　　ア．運転操作及び法規履行
　　　　 　安全措置、発進、制動、走行、車体感

覚、通行区分、進路変更、直進・右左折

（巻き込み防止措置を含む）、ハンドル
操向、適切なシフトアップ、駐停車等。

　　　イ．コース走行
　　　　 　高速周回路、幹線、模擬市街路のコー

ス走行（発進、停止を含む）、交差点通
過（右折及び左折を含む）、側方通過
等。

　　　ウ．課題走行
　　　　 　隘路（あいろ）の通過、スラローム走

行（前進・後退）、Ｓ字後退、車庫入れ
（車両側方停止位置と側方板の距離確
認・車両後方停止位置と指定された停止
位置の距離確認）

　　　エ．運転態度
　　　　 　事故防止を規範とした真摯な安全運転

姿勢、歩行者保護
　　　オ．エコドライブ
　　　　 　省エネ運転に配慮した運転
　　　カ．日常点検
　　　　　 日常点検基準における点検動作
　⑶ 競技の配点及び順位の決定方法
　　①配点　1,000点満点
　　　ア． 学科競技 … 法規200点、構造機能

100点、運転常識100点
　　　イ．実科競技 … 運転技能・点検600点
　　②順位の決定方法
　　　 　総合得点の上位順とし、同点の場合は次

による。
　　　ア． 過去5年間免許歴を有し、かつ、過去5

年間無事故、無違反の者とする。
　　　イ．運転技能の得点の高い者とする。
　　　ウ． すべてが同点の場合には、高年齢者

（同年齢者の場合は誕生日が先の者）
とする。

⓫ そ の 他
⑴ 各競技運営に係る統一基準

　コンテスト期間中［平成29年10月21日（土）
～23日（月）］は、全日本トラック協会が定め
る統一ゼッケンを着用すること。

⑵ 大会３日目に開催される表彰式に、特段の理由
なく欠席した選手は途中棄権とみなし、当該選
手に対する選手表彰及び事業所表彰等は全て取
り消すものとする。

　全日本トラック協会は、10月21日・22日
に、茨城県ひたちなか市の自動車安全運転セ
ンター安全運転中央研修所で「第49回全国
トラックドライバー・コンテスト」を実施す
る。学科競技（法規・構造機能・運転常識）
は10月21日に、実科競技（運転技能・点検）
は10月21日・22日に行う。
　また、同23日には、東京都港区の第一ホテ
ル東京で表彰式を開催する。競技部門は４ト
ン部門、11トン部門、トレーラ部門、女性部
門の４部門。
　一方、現在は各都道府県トラック協会主催
のトラックドライバー・コンテストが全国
各地で開催されており、全国大会出場を目指
し、各地で熱い戦いが繰り広げられる。

〜交通事故ゼロを目指して〜 10月21日（土）・22日（日）・23日（月）

全
ト
協 第49回 全国トラックドライバー・コンテスト


